
中
世
後
期
の
旅
と
消
費
『
永
禄
六
年
北
国
下
り
遣
足
帳
』
の
支
出
と
場
　
　
　
　
　
　
小
島
道
裕
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は
じ
め
に
0課
　
題

②
「
遣
足
帳
」
の
場
と
消
費

ま
と
め

［論文
要
旨
］

　永
禄
六
～
七
年
（
一
五
六
三
～
四
）
の
旅
行
支
出
簿
で
あ
る
表
題
の
資
料
は
、
当
時
の
旅
行
の
実
　
　
　
　
の
こ
と
は
、
広
汎
な
旅
行
の
需
要
と
供
給
の
結
果
と
し
か
考
え
ら
れ
ず
、
当
時
既
に
、
経
済
的
関
係

態
や
、
都
市
的
な
場
、
そ
し
て
物
価
や
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
に
つ
い
て
の
豊
富
な
情
報
を
含
ん
で
い
る
。
　
　
　
の
み
で
旅
行
を
行
う
こ
と
が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
て
い
た
と
見
な
せ
る
。

こ

れ
に
つ
い
て
は
既
に
］
度
史
料
紹
介
を
行
っ
た
が
、
地
名
比
定
は
大
幅
に
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
　
　
　
　
ま
た
、
旅
籠
代
は
か
な
り
の
部
分
で
一
泊
二
食
二
四
文
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
五
世
紀
初
め
の
史

る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
関
係
史
料
と
の
比
較
な
ど
か
ら
、
内
容
に
つ
い
て
も
分
析
を
進
め
る
こ
と
が
　
　
　
料
と
も
一
致
し
、
そ
の
他
の
料
金
に
も
大
き
な
変
動
が
な
い
も
の
が
あ
る
。
本
史
料
は
、
長
期
的
な

可能
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
価
格
変
動
の
検
討
に
も
道
を
開
い
て
い
る
。

　
醍醐
寺
の
僧
侶
と
思
わ
れ
る
記
者
の
目
的
は
、
同
じ
醍
醐
寺
の
無
量
光
院
院
主
尭
雅
の
東
国
で
の
　
　
　
　
旅
籠
や
昼
食
を
提
供
し
て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
場
に
つ
い
て
見
る
と
、
外
来
者
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
を

付
法
と
関
係
が
あ
り
、
帳
簿
の
一
部
で
支
出
が
見
ら
れ
な
い
部
分
は
、
尭
雅
の
滞
在
先
と
ほ
ぼ
重
な
　
　
　
自
立
し
た
も
の
と
し
て
持
っ
て
お
り
、
近
世
に
引
き
継
が
れ
た
も
の
も
多
い
。
近
世
の
交
通
体
系
は
、

る
。
す
な
わ
ち
、
帳
簿
に
空
白
部
分
が
あ
る
の
は
、
関
係
す
る
真
言
宗
寺
院
を
用
務
で
訪
ね
て
い
た
　
　
　
　
こ
の
よ
う
な
中
世
段
階
で
自
然
発
生
的
に
成
立
し
て
い
た
旅
行
の
シ
ス
テ
ム
を
前
提
に
し
て
で
き
た

た
め
、
支
出
の
必
要
が
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ

れ
以外
の
部
分
で
は
ほ
と
ん
ど
旅
籠
に
宿
泊
し
て
い
る
が
、
旅
籠
代
が
か
な
り
一
定
し
て
い
る

こ
と
を
は
じ
め
、
他
の
料
金
に
も
サ
ー
ビ
ス
の
量
に
応
じ
た
相
場
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ

1
3

1
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は
じ
め
に

　
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
所
蔵
す
る
『
永
禄
六
年
北
国
下
り
遣
足
帳
』

（
『
田
中
穣
氏
旧
蔵
典
籍
古
文
書
』
二
三
八
号
。
以
下
「
遣
足
帳
」
）
は
、
永

禄
六
年
（
一
五
六
三
）
九
月
二
〇
日
か
ら
、
醍
醐
寺
の
僧
侶
と
推
定
さ
れ
る

人
物
が
北
陸
経
由
で
越
後
・
関
東
・
南
東
北
へ
の
旅
を
行
い
、
翌
年
一
〇
月

末
に
京
都
へ
帰
る
ま
で
の
間
の
支
出
帳
簿
で
あ
り
、
中
世
末
期
の
交
通
と
消

費
、
そ
し
て
都
市
的
場
に
つ
い
て
の
豊
富
な
情
報
を
含
ん
で
い
る
。
こ
れ
に

つ
い
て

は
、
既
に
本
研
究
報
告
で
一
度
紹
介
を
行
い
〔
山
本
・
小
島
一
九

九

二
〕
、
ま
た
本
共
同
研
究
第
－
期
報
告
書
で
も
、
旅
籠
の
宿
泊
代
な
ど
に

つ
い
て

若
干
触
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
〔
小
島
二
〇
〇
二
〕
。
し
か
し
、
本
史

料
の
持
つ
豊
か
な
内
容
ゆ
え
に
、
最
初
の
紹
介
以
降
様
々
な
御
指
摘
を
い
た

だ

き
、
こ
の
間
に
多
く
の
新
た
な
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
た
め
、
既
に

全
体
的
な
修
正
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
共
同
研
究
の
テ
ー
マ
で
あ

る
「
流
通
・
消
費
と
そ
の
場
」
に
直
接
関
係
す
る
史
料
で
も
あ
る
た
め
、
こ

の
場

を
借
り
て
修
正
を
加
え
つ
つ
、
再
度
こ
の
旅
の
記
録
に
描
か
れ
た
世
界

を
た
ど
り
な
が
ら
、
若
干
の
考
察
を
行
う
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
き
た
い
。

0
課
題
－
行
程
と
消
費
の
諸
問
題

　
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
に
新
た
に
明
ら
か
に
な
っ
た
主
な
点
、

に
取
り
上
げ
た
い
点
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

そ
し
て
今
回
特

①
地
名
の
比
定
ー
永
禄
六
～
七
年
二
五
六
三
～
四
）
の
都
市
的
場

　
最
初
の
紹
介
で
は
、
各
地
の
地
名
に
つ
い
て
の
理
解
の
限
界
か
ら
、
誤
り

や

未
比
定
の
地
名
が
相
当
残
っ
て
い
た
が
、
各
地
域
の
研
究
者
か
ら
の
御
指

嶋一遁一濠

　　　　　　　　，ヤふ

．

］
　　　　　けずず　ぺ　　が　

、

4
、
、
、
．
．
拳
老
．

写真1　「永禄六年北国下り遣足帳」の記載様式（第一紙裏と第二紙表）　支出金額と用途、

　および日付・地名が記入されている。この部分では旅籠代はすべて四八文である。
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摘
も
得
て
、
大
部
分
の
地
名
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
一
部
を
文
中
に
挙
げ
た
他
は
、

お
名
前
は
巻
末
に
ま
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
）
。
こ
の
記
録
に
見
え
る
地
名
は
、

基
本

的
に
こ
の
旅
に
お
い
て
消
費
を
行
っ
た
場
所
で
あ
り
、
何
ら
か
の
意
味
で
当
時

都
市
的
な
機
能
を
持
っ
た
場
で
あ
っ
た
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

詳
し
く
は
次
章
で
旅
の
経
路
を
た
ど
り
な
が
ら
述
べ
る
こ
と
と
し
た
い
が
、
そ
の

際
特

に
留
意
し
た
い
の
は
、
こ
の
記
録
に
現
わ
れ
る
宿
泊
・
食
事
な
ど
に
用
い
ら
れ

た
場
が
、
ど
の
よ
う
な
場
で
あ
っ
た
の
か
、
こ
の
時
点
で
の
都
市
的
場
と
近
世
以
降

の
そ

れ

と
は
ど
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い
る
か
、
ま
た
そ
の
場
は
、
前
稿
で
整
理
し
た
、

a
（
都
市
の
核
と
構
成
員
）
、
b
（
都
市
民
）
、
c
（
外
来
者
）
の
三
種
の
消
費
と
の

関
係
で
い
え
ば
ど
の
よ
う
な
場
と
言
え
る
か
、
と
い
っ
た
点
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も

な
く
本
資
料
は
「
c
（
外
来
者
）
」
に
よ
る
消
費
の
記
録
で
あ
り
、
そ
こ
に
記
録
さ

れ

た
地
名
は
、
外
来
者
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
た
場
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ

ぞ
れ
の

場
が
外
来
者
の
み
を
対
象
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
都
市
全
体
と
し
て

の
性
格

は
様
々
で
あ
る
。
本
来
な
ら
個
別
の
場
の
復
原
が
必
要
だ
が
、
本
稿
で
は
そ

れ
ぞ
れ
の
性
格

に
つ
い
て
、
ほ
ん
の
手
が
か
り
程
度
で
は
あ
る
が
触
れ
て
お
く
こ
と

と
し
た
い
。

　
な
お
、
一
部
経
路
が
重
な
る
旅
行
の
記
録
と
し
て
、
冷
泉
為
広
の
延
徳
三
年
二

四
九

二
）
の
越
後
下
向
記
、
お
よ
び
大
永
六
年
（
一
五
二
六
）
・
永
正
一
四
～
一
五

年
（
一
五
一
七
～
一
八
）
の
能
登
下
向
記
（
以
上
、
〔
小
葉
田
一
九
九
三
〕
が
紹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

介
）
、
お
よ
び
伊
達
家
臣
願
神
軒
存
爽
の
永
正
一
五
年
（
一
五
一
八
）
の
上
洛
記
録
、

が
あ
り
、
ま
た
明
応
年
間
（
一
四
九
二
～
一
五
〇
一
）
こ
ろ
の
成
立
と
さ
れ
る
禅
僧

万
里
集
九
の
漢
詩
文
集
『
梅
花
無
尽
蔵
』
に
も
関
連
す
る
地
名
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ

ら
も
必
要
に
応
じ
て
参
照
し
た
い
。

②
旅
の
目
的

　
最
初
の

紹
介
で
は
、
直
接
関
連
す
る
資
料
が
存
在
し
な
い
た
め
、
何
ら
か
の
寺
務

で
あ
る
と
い
う
以
上
に
は
目
的
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

醍
醐
寺
無
量
寿
院
の
院
主
尭
雅
が
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
東
国
で
印
可
な
ど
の
付
法
を
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

っ

て

お

り
、
そ
れ
と
関
係
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
後
、
藤
井
雅
子

氏
に

よ
っ
て
、
尭
雅
自
身
の
下
向
記
録
に
よ
る
詳
細
な
紹
介
が
行
わ
れ
〔
藤
井
二

〇

〇

〇
〕
、
東
国
で
の
具
体
的
な
滞
在
先
が
地
図
上
に
示
さ
れ
た
。

　

そ
の
滞
在
先
を
「
遣
足
帳
」
の
行
程
と
重
ね
合
わ
せ
て
み
る
と
、
「
遣
足
帳
」
で

は

空

白
と
な
っ
て
い
た
北
関
東
付
近
の
部
分
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
（
図
1
参
照
）
。
こ

の
旅
の

中
心
的
な
目
的
が
、
な
お
具
体
的
に
は
特
定
で
き
な
い
も
の
の
、
尭
雅
の
東

国
に
お
け
る
付
法
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
確
実
と
言
え
る
。

　
最
初
の
紹
介
で
は
、
こ
の
空
白
部
分
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
「
下

り
」
の
終
点
で
あ
る
上
野
国
の
鶏
足
寺
に
長
期
滞
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た

が
、
そ
う
で
は
な
く
、
付
法
な
ど
で
醍
醐
寺
と
関
係
を
結
ん
だ
寺
院
を
訪
ね
歩
い
て

い

る
故
に
、
旅
籠
賃
、
昼
食
代
な
ど
の
経
費
が
ほ
と
ん
ど
必
要
な
く
、
そ
の
結
果
支

出
記
録
で
あ
る
「
遣
足
帳
」
に
記
載
が
な
い
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
空
白

部
分
こ
そ
が
、
旅
の
目
的
地
な
の
で
あ
っ
た
。

　
宿
泊
な
ど
の
記
載
の
空
白
は
、
南
東
北
や
越
後
お
よ
び
そ
の
他
の
地
域
に
も
若
干

見

ら
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
に
は
醍
醐
寺
関
係
の
寺
院
な
ど
の
、
遣
足
帳

の
記
者
が
無
料
で
宿
泊
す
る
こ
と
が
で
き
た
場
合
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
③
消
費
（
物
、
サ
ー
ビ
ス
）
と
価
格

　
「
遣
足
帳
」
の
中
心
的
な
内
容
は
、
永
禄
六
～
七
年
時
点
で
の
物
な
い
し
サ
ー
ビ

ス

と
そ
の
価
格
で
あ
り
、
ま
さ
に
都
市
生
活
史
を
探
る
上
で
の
基
本
的
な
情
報
で
あ

る
。
次
章
に
お
い
て
、
場
所
（
地
名
）
ご
と
に
そ
の
内
容
と
価
格
な
ど
を
取
り
上
げ

る
が
、
こ
の
よ
う
な
記
載
さ
れ
た
物
価
を
デ
ー
タ
と
し
て
用
い
る
に
は
、
単
価
の
割

り
出
し
や
合
算
の
検
出
な
ど
、
記
載
の
個
別
事
情
を
読
み
解
い
て
の
操
作
を
必
要
と

す
る
。
い
っ
た
ん
旅
の
状
況
に
合
わ
せ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
支
出
の
意
味
を
考
え
る
作
業

が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
ま
た
、
物
や
サ
ー
ビ
ス
の
価
格
が
ど
の
よ
う
に
変
動
す
る
か
、
あ
る
い
は
地
域
や
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場
所

に
よ
る
差
は
ど
う
か
と
い
っ
た
点
も
検
討
課
題
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

他
の
史
料
も
参
照
し
て
み
た
い
。

　
特

に
、
最
初
の
紹
介
の
際
に
は
「
遣
足
帳
」
と
類
を
同
じ
く
す
る
旅
行
の
明
細
帳

簿
の
存
在
に
気
が
付
い
て
い
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
、
寺
院
史
料
の
中
に
二
点
が
存

在
す
る
こ
と
を
知
っ
た
。
前
稿
で
も
若
干
触
れ
た
が
、
一
つ
は
応
永
二
六
年
（
一
四

一
九
）
に
東
寺
の
僧
ら
六
名
が
兵
庫
へ
年
貢
銭
受
取
り
に
行
っ
た
際
の
「
周
防
国
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ
　

和
荘
兼
行
名
年
貢
請
取
雑
用
帳
」
（
以
下
、
東
寺
「
雑
用
帳
」
）
、
も
う
一
つ
は
、
天

文
七

～
八
年
（
一
五
三
八
～
三
九
）
に
大
徳
寺
の
僧
が
近
江
観
音
寺
城
の
六
角
氏
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ

も
と
へ
交
渉
に
通
っ
た
際
の
「
土
御
門
敷
地
公
事
小
日
記
」
（
以
下
、
大
徳
寺
「
小

日
記
」
）
で
あ
り
、
随
時
比
較
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
時
期
は
異
な
る
が
、
こ
の
三

者

は
、
旅
籠
代
が
一
人
あ
た
り
一
泊
二
食
二
四
文
（
朝
食
・
夕
食
各
一
二
文
）
で
あ

る
こ
と
な
ど
共
通
す
る
点
が
多
い
。
単
価
を
計
算
す
る
た
め
に
は
、
旅
行
を
行
っ
た

人
数
が
問
題
に
な
る
が
、
「
遣
足
帳
」
は
、
同
伴
者
を
示
唆
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と

に
加
え
て
、
こ
の
価
格
の
一
致
か
ら
も
基
本
的
に
二
人
で
行
動
し
て
い
る
と
判
断
で

き
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
う
ね

　

な
お
、
「
遣
足
帳
」
の
全
文
は
、
既
に
最
初
の
史
料
紹
介
で
翻
刻
し
て
お
り
、
ま

た

全
体
の
写
真
も
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
妻
≦
ξ
苫
匹
げ
畏
F
①
p
旨
）

中
の
「
中
世
古
文
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
に
掲
載
し
て
い
る
た
め
、
紙
幅
の
都
合
で
本

稿
で

は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
本
文
は
必
要
に
応
じ
て
引
用
す
る
に
と
ど
め
た
い
。

②
「
遣
足
帳
」
の
場
と
消
費

　
で

は
、
場
を
単
位
と
し
て
、
消
費
に
注
目
し
な
が
ら
こ
の
旅
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。

な
お
、
（
）
内
の
日
付
は
、
本
文
に
明
示
が
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
宿
泊
の
支

出
は
、
夕
食
と
朝
食
の
額
で
あ
る
た
め
二
日
に
ま
た
が
る
が
、
原
文
で
は
途
中
か
ら

記
載
が
簡
略
化
さ
れ
て
、
出
発
の
日
、
す
な
わ
ち
宿
泊
（
到
着
）
し
た
翌
日
の
日
付

の
方
に
記
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
支
払
い
を
行
っ
た
日
の
意
味
か
と
思
わ
れ
る
が
、

行
程
を
追
っ
た
本
稿
で
は
混
乱
を
避
け
て
、
宿
泊
（
到
着
）
し
た
方
の
日
付
に
統
］

し
て
い
る
。

永
禄
六
年
九
月
二
〇
日
～
二
二
日

笠
取
西
庄
　
　
京
都
府
宇
治
市
　
　
　
「
樽
代
」
百
文

　

醍
醐
寺
の
あ
る
笠
取
山
の
膝
下
で
あ
り
、
旅
の
記
述
は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。
滞
在

の

目
的
は
不
明
だ
が
、
二
泊
し
た
逗
留
の
礼
と
し
て
、
樽
代
百
文
を
「
越
中
」
と
い

う
人
物
に
渡
し
て
い
る
。
先
述
の
よ
う
に
旅
籠
の
場
合
は
一
泊
二
四
文
が
普
通
で
あ

る
か
ら
、
二
人
×
二
泊
な
ら
九
六
文
と
な
り
、
ほ
ぼ
そ
れ
に
相
当
す
る
額
で
あ
る
。

「礼
」
と
は
さ
れ
て
い
る
が
、
事
実
上
経
済
的
関
係
で
あ
る
と
見
な
せ
る
。

九
月
二
二
日

　
近

江
へ
出
て
瀬
田
川
を
渡
っ
た
は
ず
だ
が
、
支
出
の
記
載
は
な
い
。

草
津
　
　
滋
賀
県
草
津
市
草
津
　
　
「
ヒ
ル
ヤ
ス
ミ
」
二
〇
文

　
近
世
東
海
道
の
宿
場
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
室
町
期
に
は
既
に
宿
が
存
在
す
る
。

「昼
休

み
」
の
こ
〇
文
は
、
一
人
一
〇
文
と
す
る
と
、
東
寺
「
雑
用
帳
」
の
昼
食
の

値
段
が
一
人
一
食
あ
た
り
一
〇
文
で
あ
る
こ
と
と
一
致
す
る
。
「
遣
足
帳
」
で
は
、

以
後
の
昼
食
代
は
一
定
で
は
な
い
も
の
の
、
二
〇
文
前
後
が
比
較
的
多
い
。

守
山
　
　
滋
賀
県
守
山
市
守
山
　
　
「
ハ
タ
コ
銭
」
八
〇
文
　
　
「
ム
シ
ロ
」
一
五
文

　
野

洲
川
の
手
前
に
あ
り
、
近
世
は
中
山
道
の
宿
場
だ
が
、
中
世
初
期
か
ら
宿
と
し

て

知
ら
れ
、
平
安
期
の
創
建
と
い
う
天
台
宗
の
東
門
院
も
存
在
す
る
。
旅
籠
銭
は
二

二

日
夕
（
夕
食
）
・
二
三
日
朝
（
朝
食
）
の
計
が
八
〇
文
（
二
人
な
ら
一
人
四
〇
文
）

と
以
後
の
旅
籠
銭
に
比
べ
高
額
で
あ
る
。
東
寺
「
雑
用
帳
」
で
は
「
出
立
ち
酒
」
に

一
人
約
二
〇
文
が
支
出
さ
れ
て
お
り
、
あ
る
い
は
初
め
て
泊
ま
る
宿
で
あ
る
こ
と
と

関
係
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
ム
シ
ロ
一
五
文
が
次
行
に
記
載
さ
れ
る
が
、
あ
る
い
は
こ

れ

も
宿
泊
等
の
際
に
用
い
る
た
め
か
も
し
れ
な
い
。
大
徳
寺
「
小
日
記
」
で
は
ム
シ

ロ

（席
）
は
八
文
で
購
入
さ
れ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
宿
泊
代
が
食
事
代
の
み
の
計
算
で
あ
る
こ
と
は
、
夜
具
な
ど
は
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提
供
さ
れ
な
い
こ
と
を
意
味
し
、
ま
た
部
屋
は
個
室
を
占
有
す
る
も
の
で
は
な
い
と

理
解
で
き
る
。

　

な
お
、
旅
の
必
需
品
に
草
鮭
が
あ
り
、
大
徳
寺
「
小
日
記
」
で
は
三
文
、
東
寺

「雑
用
帳
」
で
は
六
人
分
と
思
わ
れ
る
一
二
文
（
単
価
二
文
）
の
記
載
が
し
ば
し
ば

あ
る
が
、
最
初
の
紹
介
で
山
本
氏
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
遣
足
帳
」
に
は
記
載
が

少
な
く
、
後
半
に
一
一
文
と
六
文
（
単
価
不
明
）
の
記
載
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

九

月
二
三
日

　
野

洲
川
・
仁
保
川
（
日
野
川
）
を
渡
っ
た
は
ず
だ
が
、
支
出
の
記
載
は
な
い
。

（大
徳
寺
「
小
日
記
」
に
は
記
載
が
有
り
後
述
す
る
。
）
渡
河
に
際
し
て
は
、
船
賃
ま

た
は
橋
賃
を
支
出
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
渡
河
し
た
は
ず
な
の
に
支
出
し
て
い

な
い
場
合
も
ま
た
多
い
。

　
「
昼
休
以
下
」
二
九
文
は
場
所
不
明
。
中
山
道
沿
い
の
現
近
江
八
幡
市
武
佐
付
近

か
。石

寺
　
　
滋
賀
県
蒲
生
郡
安
土
町
石
寺
　
　
「
ハ
タ
コ
」
四
八
文

　
六

角
氏
の
居
城
観
音
寺
城
の
城
下
。
天
文
七
年
（
一
五
三
八
）
に
六
角
氏
を
訪
ね

た
際
の
大
徳
寺
「
小
日
記
」
で
は
、
や
は
り
一
人
二
四
文
で
「
ハ
タ
コ
　
観
音
寺

宿
」
に
宿
泊
し
、
観
音
寺
宿
で
「
酒
、
田
楽
、
豆
腐
、
塩
噌
、
炭
」
を
購
入
し
て
い

る
。
大
徳
寺
の
場
合
は
、
都
市
の
核
で
あ
る
観
音
寺
城
へ
の
訪
問
が
目
的
で
あ
る
が
、

中
山
道
に
面
し
て
い
る
た
め
、
城
と
は
直
接
関
係
の
な
い
宿
駅
と
し
て
の
機
能
も
持

っ

て

い

た
と
思
わ
れ
、
「
遣
足
帳
」
は
後
者
と
し
て
利
用
し
た
例
で
あ
る
。
あ
る
い

は
、
前
稿
〔
小
島
二
〇
〇
二
〕
な
ど
で
示
し
た
よ
う
に
、
「
石
寺
」
が
中
山
道
沿
い

の
石
寺
新
市
と
す
れ
ば
、
場
所
自
体
が
や
や
ず
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
近
世
に
は
完

全

に
農
村
化
す
る
。
な
お
「
遣
足
帳
」
の
旅
籠
銭
は
、
こ
れ
以
後
越
後
ま
で
一
泊
二

食
四

八
文

（二
人
な
ら
一
人
二
四
文
）
が
続
く
。

（九
月
二
四
日
）

　
「
昼
休
以
下
」
四
二
文
が
あ
る
が
、
二
四
日
の
宿
泊
記
載
が
な
く
、
ま
た
額
が
通

常
の

約
二
倍
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
日
分
を
合
算
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　
宿
泊
地
の
記
載
が
な
い
が
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
史
料
で
支
出
記
載
の
な

い

部
分
は
、
関
係
寺
院
な
ど
に
宿
泊
し
て
支
出
を
行
わ
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ

る
。
あ
る
い
は
中
間
に
位
置
す
る
、
彦
根
城
築
城
以
前
に
存
在
し
た
金
亀
山
彦
根
寺

（後
身
の
北
野
寺
は
真
言
宗
）
な
ど
で
あ
ろ
う
か
。

九

月
二
五
日

　
（
昼
食
は
二
四
日
分
と
合
算
か
。
）

木
ノ
本
　
　
滋
賀
県
伊
香
郡
木
之
本
町
木
之
本
　
「
ハ
タ
コ
セ
ン
」
四
八
文

　
近
世

に
は
北
国
街
道
の
宿
駅
だ
が
、
「
木
之
本
地
蔵
」
と
し
て
知
ら
れ
る
時
宗
浄

信
寺
の
門
前
と
し
て
の
性
格
も
強
く
、
中
世
か
ら
中
心
集
落
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

次
行
の
「
サ
ケ
以
下
」
一
六
文
も
こ
こ
で
の
消
費
か
。

九

月
二
六
日

ツ

ハ
イ
坂
　
　
滋
賀
県
伊
香
郡
余
呉
町
椿
坂
　
　
　
「
ヒ
ル
ヤ
ス
ミ
」
廿
文

　
椿
坂
峠
の
手
前
に
あ
り
、
近
世
は
北
国
街
道
の
宿
駅
。

越
前
ノ
今
庄
　
　
福
井
県
南
条
郡
今
庄
町
今
庄
　
　
　
四
八
文
（
旅
籠
銭
）

　
国
境
の
栃
ノ
木
峠
を
越
え
て
越
前
に
入
る
。
今
庄
は
、
木
ノ
芽
峠
な
ど
敦
賀
か
ら

の
道
も
合
流
す
る
要
衝
で
あ
り
、
近
世
に
は
北
陸
街
道
の
宿
駅
と
な
る
が
、
中
世
か

ら
関
所
、
城
郭
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
天
正
期
に
は
織
田
信
長
家
臣
赤
座
氏
に
よ
っ
て

城
下

町
化
し
て
い
る
。
「
ハ
タ
コ
銭
」
と
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
記
載
様
式
と

価
格
は
同
じ
で
あ
り
、
旅
籠
に
宿
泊
し
た
と
見
な
せ
る
。
な
お
、
延
徳
三
年
（
一
四

九

二
）
に
冷
泉
為
広
も
、
敦
賀
か
ら
入
っ
て
今
庄
で
「
ヒ
ル
ヤ
ス
ミ
」
を
と
っ
て
い

る
。九

月
二
七
日

　
「
昼
休
サ
ケ
以
下
　
三
七
文
」
は
場
所
不
明
。
距
離
的
に
は
府
中
（
武
生
）
付
近

で
と
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
そ
う
つ

越
前
浅
生
津
　
　
福
井
県
福
井
市
浅
水
　
　
「
ハ
タ
コ
銭
」
四
八
文

　
古
代
北
陸
道
に
も
朝
津
駅
が
あ
る
。
近
世
に
は
浅
水
川
の
南
北
に
浅
水
二
日
市
・

八
日
市
が
あ
り
、
北
陸
街
道
の
宿
駅
。
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九

月
二
八
日

北
庄
橋
賃
　
　
福
井
県
福
井
市
　
　
「
橋
賃
」
四
〇
文

　

柴
田
勝
家
に
よ
る
北
庄
城
下
町
が
有
名
だ
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
朝
倉
氏
一
族
の
館

が

あ
り
、
ま
た
軽
物
商
人
な
ど
が
存
在
す
る
都
市
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
足
羽
川
に

か

か
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
「
橋
賃
」
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
冷
泉
為
広
の
越
後
下

向
日
記
に
は
、
北
庄
の
前
行
に
「
石
バ
（
石
場
）
百
八
間
ノ
橋
ア
リ
」
と
記
載
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
く
　
も

て

お
り
、
近
世
以
降
の
「
九
十
九
橋
」
の
位
置
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（
小
葉
田
一
九

九

三
）
。
修
造
の
記
録
も
多
く
、
四
〇
文
（
一
人
二
〇
文
）
と
い
う
高
額
の
橋
賃
は
、

あ
る
い
は
架
け
替
え
な
ど
に
関
わ
る
も
の
だ
ろ
う
か
。
橋
賃
の
例
と
し
て
は
、
長
尾

景
虎
が
天
文
一
八
年
（
一
五
四
九
）
に
越
後
府
中
（
直
江
津
）
で
取
っ
た
こ
と
な
ど

が
知
ら
れ
る
が
（
矢
田
一
九
九
四
）
、
具
体
的
な
金
額
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ

こ
を
通
過
し
た
は
ず
の
本
史
料
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。

キ
レ
ト
ノ
舟
ち
ん
　
　
未
詳
　
　
　
「
舟
ち
ん
」
一
二
文

　

北
庄
付
近
で
九
頭
竜
川
を
渡
河
し
た
際
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
キ
レ
ト
は
未
詳
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
な
か
つ
の

が
、
小
泉
義
博
氏
は
中
角
の
渡
し
と
推
定
し
て
い
る
（
〔
小
泉
一
九
九
四
〕
。
以
下

小
泉
氏
の
指
摘
は
同
論
文
。
）

「昼
休
」
（
一
七
文
）
は
場
所
不
明
。

湊
船
チ
ン
　
　
福
井
県
坂
井
郡
三
国
町
三
国
他
　
　
「
船
チ
ン
」
八
文

　
単
に
「
湊
」
と
す
る
が
、
位
置
的
に
三
国
湊
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
最
初
の
紹

介
で
は
、
こ
の
船
賃
を
日
本
海
へ
出
て
加
州
ま
で
航
行
し
た
も
の
と
考
え
て
し
ま
っ

た
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
、
八
文
（
一
人
四
文
）
と
い
う
値
段
か
ら
考
え
て
も
、
渡
河

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
く
え
ん

の
船
賃
で
あ
る
。
小
泉
氏
は
、
三
国
湊
へ
入
る
手
前
の
竹
田
川
の
楽
園
の
渡
り
と
推

定
す
る
。

　
二
八

日
・
二
九
日
の
宿
泊
地
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
先
述
の
よ
う
に
、
旅
籠
に

宿
泊
せ
ず
支
出
が
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
、
小
泉
氏
は
、
三
国
湊
北
西
の
現
存

　
　
　
　
　
　
た
き
だ
ん
じ

す
る
真
言
宗
寺
院
滝
谷
寺
に
宿
泊
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
一
〇
月
一
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
そ
ろ
　
ぎ

　

昼
食
（
「
ヒ
ル
ヤ
ス
ミ
サ
ケ
以
下
」
二
二
文
）
は
場
所
不
明
。
小
泉
氏
は
細
呂
宜

付
近
か
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
き
じ

橋
賃
加
州
　
　
石
川
県
加
賀
市
大
聖
寺
敷
地
か
　
　
「
橋
賃
」
五
文

　

加
賀
へ
渡
っ
て
い
る
の
で
、
国
境
の
大
聖
寺
川
に
か
か
っ
て
い
た
橋
と
思
わ
れ
る
。

小
泉
氏
は
敷
地
天
神
橋
と
し
、
冷
泉
為
広
の
越
後
下
向
記
に
も
「
シ
キ
ヂ
橋
、
川
、

里
、
花
」
と
見
え
て
い
る
。

　

橋
賃
は
「
五
文
」
と
先
の
北
庄
の
橋
よ
り
格
段
に
安
い
。
本
史
料
で
は
「
橋
賃
」

が
見
え
る
の
は
こ
の
ニ
カ
所
だ
け
だ
が
、
東
寺
「
雑
用
帳
」
で
は
、
武
庫
川
を
渡
っ

た
際
の
橋
賃
が
二
回
記
載
さ
れ
て
お
り
、
二
度
と
も
六
人
で
一
五
文
と
な
っ
て
い
る
。

一
人

あ
た
り
二
・
五
文
と
い
う
割
り
切
れ
な
い
数
字
に
な
る
が
、
不
思
議
な
こ
と
に

こ
の
加
州
で
の
橋
賃
も
、
二
人
で
五
文
と
す
れ
ば
全
く
同
じ
値
に
な
る
。

　
宿
泊
地
（
「
ハ
タ
コ
銭
」
四
八
文
）
は
地
名
記
載
が
な
い
。
小
泉
氏
は
、
こ
の
日

　
い
ぶ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
た

は
動
橋
付
近
で
宿
泊
し
、
翌
日
那
谷
寺
に
参
拝
し
た
と
推
定
。

一
〇

月
二
日

　
昼
食
（
「
昼
休
以
下
」
二
〇
文
）
は
場
所
不
明
。

加
州
湊
　
　
石
川
県
美
川
町
湊
町
　
　
「
ハ
タ
コ
銭
」
四
八
文

　
中
世
に
「
今
湊
」
と
呼
ば
れ
た
手
取
川
南
岸
の
湊
村
（
近
世
の
呼
称
）
の
こ
と
と

と
思
わ
れ
る
。

一
〇

月
三
日

湊
川
船
チ
ン
　
　
石
川
県
石
川
郡
美
川
町
湊
町
・
本
吉
町
　
　
　
「
船
チ
ン
」
八
文

　
手
取
川
河
口
を
南
北
に
挟
む
今
湊
（
能
美
郡
）
と
本
吉
湊
（
石
川
郡
）
の
間
を
渡

河
し
た
際
の
船
賃
と
思
わ
れ
る
。
願
神
軒
存
爽
算
用
状
に
も
、
「
賀
州
い
ま
み
な
と

の
ふ

な
ち
ん
（
二
〇
〇
文
）
」
が
見
え
る
。
「
遣
足
帳
」
の
料
金
は
八
文
（
一
人
四

文
）
で
、
三
国
湊
で
渡
河
し
た
際
と
同
じ
で
あ
る
。

　
「
昼
休
小
遣
以
下
」
二
九
文
、
「
ハ
タ
コ
銭
」
四
八
文
は
場
所
不
明
。
宿
泊
は
現
金

沢
市
付
近
と
思
わ
れ
る
。

一
〇

月
四
日
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倶
利
伽
羅
峠
を
越
え
て
越
中
に
入
る
。

　
「
杉
原
」
五
二
文
を
購
入
。
「
昼
休
以
下
」
二
七
文
は
場
所
不
明
。

越
中
国
安
養
寺
　
　
富
山
県
小
矢
部
市
安
養
寺
か
　
　
「
ハ
タ
コ
」
四
八
文

　
行
程
か
ら
は
↓
応
小
矢
部
市
安
養
寺
に
比
定
さ
れ
る
が
、
こ
の
旅
籠
の
記
録
以
外

に
は
特
に
都
市
的
要
素
の
徴
証
は
見
あ
た
ら
な
い
。

一
〇
月
五
日
（
原
本
で
は
「
六
日
」
だ
が
、
「
五
日
」
の
誤
り
。
）

　
礪
波
平
野
の

は
ず
だ
が
、
こ
こ
で
始
め
て
「
駄
賃
」
六
一
文
を
支
払
う
。
昼
食
の

「小
遣
共
サ
ケ
以
下
」
　
二
四
文
と
「
ハ
タ
コ
銭
」
四
八
文
は
場
所
不
明
。
神
通
川
の

手
前
付
近
で
宿
泊
の
は
ず
で
あ
る
。

（な
お
、
以
下
昼
食
と
思
わ
れ
る
記
載
と
し
て
し
ば
し
ば
「
小
遣
」
が
登
場
す
る
が
、

「
昼
休
」
と
の
違
い
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
強
い
て
推
測
す
れ
ば
、
「
小
遣
」
の
方
は

略
式
の
買
い
食
い
的
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
）

一
〇

月
六
日

　
「
舟
ち
ん
」
一
六
文
は
、
神
通
川
と
常
願
寺
川
の
河
口
部
の
二
つ
の
渡
し
（
岩
瀬

の

渡
し
、
水
橋
の
渡
し
）
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
願
神
軒
存
爽
も
永
正
一
五
年

（
一
五
一
八
）
に
こ
の
二
つ
の
渡
し
を
通
っ
て
い
る
。
＝
六
文
」
を
こ
の
二
回
の
渡

し
の
合
算
と
考
え
れ
ば
、
三
国
湊
と
加
州
湊
川
で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
渡
し
賃
八
文
二

人

四

文
）
と
一
致
す
る
（
竹
内
俊
一
氏
の
御
教
示
）
。
渡
河
の
船
賃
も
こ
の
付
近
で

協
定
料
金
化
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

　
渡

し
賃
に
つ
い
て
は
、
他
の
資
料
で
は
、
東
寺
「
雑
用
帳
」
で
は
、
六
人
で
一
二

文

す
な
わ
ち
一
人
あ
た
り
二
文
の
例
（
桂
川
か
）
が
あ
り
、
ま
た
大
徳
寺
「
小
日

記
」
で
は
、
野
洲
川
・
仁
保
川
（
日
野
川
）
両
所
の
渡
し
が
二
人
の
場
合
一
二
文
、

一
人
の
場
合
六
文
で
、
一
人
一
回
の
渡
河
あ
た
り
で
は
三
文
と
な
る
。
こ
こ
で
の
四

文
は
比
較
的
近
い
値
と
言
え
よ
う
。

　
「
昼
休
以
下
」
二
五
文
は
場
所
不
明
。

越
中
金
山
　
　
富
山
県
魚
津
市
鹿
熊
・
金
山
谷
か
　
　
　
「
ハ
タ
コ
」
四
八
文

　
最
初
の
紹
介
で
は
不
明
と
し
て
い
た
が
、
守
護
代
椎
名
氏
の
居
城
松
倉
城
は
金
山

城

と
も
呼
ば
れ
、
付
近
の
現
金
山
谷
あ
た
り
か
。
た
だ
し
宿
泊
し
た
の
は
城
で
は
な

く
、
城
下
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
旅
籠
で
あ
る
。

一
〇

月
七
日

　
「
昼
休
」
五
二
文
は
場
所
不
明
。
通
常
の
二
倍
以
上
の
額
で
あ
る
が
、
理
由
は
不

明
。
あ
る
い
は
こ
の
時
だ
け
人
数
が
増
加
し
て
い
た
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
い
え
の
し
よ
う

越
中
ヲ
イ
庄
　
　
富
山
県
下
新
川
郡
朝
日
町
大
家
庄
　
　
「
ハ
タ
コ
」
四
八
文

　

こ
れ
も
不
明
と
し
て
い
た
が
、
現
朝
日
町
の
大
家
庄
村
と
考
え
ら
れ
る
。
近
世
以

降
都
市
的
要
素
は
な
い
が
、
北
陸
街
道
の
上
街
道
が
通
り
、
井
口
氏
の
城
館
跡
が
残

る
。一

〇

月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ち
ぶ
り

市

ブ
リ
　
　
新
潟
県
西
頸
城
郡
青
海
町
市
振
　
「
駄
賃
　
ヲ
イ
庄
ヨ
リ
市
ブ
リ
マ

デ
」
三
〇
文

　
市
振
は
い
わ
ゆ
る
「
親
不
知
子
不
知
」
の
難
所
の
手
前
に
位
置
す
る
。
近
世
は
北

陸
道
の
宿
場
で
関
所
も
設
け
ら
れ
た
。

　
「
ヒ
ル
ヤ
ス
ミ
以
下
」
二
〇
文
も
、
場
所
記
載
が
な
い
が
市
振
か
。

越
後
国
イ
ト
井
郷
　
　
新
潟
県
糸
魚
川
市
　
　
「
ハ
タ
コ
」
四
八
文

　
北
陸
道
と
信
州
街
道
が
交
わ
る
位
置
に
あ
り
、
近
世
に
は
北
陸
道
の
宿
駅
。
糸
魚

川
藩
の
陣
屋
が
置
か
れ
、
中
世
に
も
上
杉
氏
の
支
城
が
存
在
し
た
。

一
〇

月
九
日

　
「
駄
賃
イ
ト
井
郷
ヨ
リ
ノ
ウ
迄
」
二
五
文
。

　
「
小
遣
」
一
一
文
は
場
所
不
明
。

越
後
ノ
ウ
　
　
新
潟
県
西
頸
城
郡
能
生
町
能
生
　
　
「
ハ
タ
コ
」
四
八
文

　
港

町
・
宿
場
町
で
、
長
享
二
年
（
一
四
八
八
）
に
は
万
里
集
九
が
旅
宿
で
風
呂
に

も
入
っ
て
い
る
。
冷
泉
為
広
は
、
金
剛
院
に
宿
泊
し
て
い
る
。
近
世
に
も
北
陸
道
の

宿
駅
。

一
〇

月
一
〇
日

名
立
　
　
新
潟
県
名
立
町
名
立
大
町
・
名
立
小
泊
　
　
「
駄
賃
　
名
立
マ
テ
」
三
〇
文
。
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延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
、
冷
泉
為
広
も
こ
こ
で
「
昼
休
」
を
と
っ
て
い
る
。
近

世
に

も
北
陸
道
の
宿
駅
。
「
小
遣
」
二
九
文
も
こ
こ
で
あ
ろ
う
。

　
「
ア
ル
マ
川
迄
駄
賃
」
三
三
文
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
ま
が
わ

有
間
川
　
　
新
潟
県
上
越
市
有
間
川
　
　
「
ハ
タ
コ
」
四
八
文

　

万
里
集
九
、
冷
泉
為
広
も
こ
こ
を
訪
れ
て
い
る
。
近
世
に
も
北
陸
道
の
宿
駅
。

一
〇

月
一
一
日

　
「
餅
・
サ
ケ
」
一
三
文
。
「
十
月
十
一
日
ヨ
リ
越
後
ノ
府
中
ニ
ツ
ク
」
と
あ
り
、
こ

れ
も
そ
こ
で
の
支
出
か
。

越
後
ノ
府
中
　
　
新
潟
県
上
越
市
直
江
津
地
区
・
五
智
地
区

　
越
後
の

守
護
所
所
在
地
。
こ
こ
に
＝
月
四
日
朝
ま
で
逗
留
し
、
そ
の
間
に
信
濃

　
　
　
　
　
　

の
宝
積
寺
・
善
光
寺
な
ど
を
訪
問
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
本
来
の
目
的
地
で

な
い
こ
と
は
、
こ
の
間
旅
籠
銭
を
支
出
し
て
い
る
こ
と
で
も
理
解
さ
れ
る
。

　

こ
の
「
府
中
二
逗
留
ノ
間
分
也
」
と
さ
れ
る
「
ハ
タ
コ
十
月
十
一
日
ヨ
リ
十
一
月

四

日
迄
ノ
分
」
す
な
わ
ち
二
四
日
分
の
宿
泊
代
は
⊃
貫
一
四
〇
文
」
と
さ
れ
て
お

り
、
一
日
あ
た
り
で
は
四
七
、
五
文
と
な
る
。
ほ
ぼ
こ
れ
ま
で
の
四
八
文
と
同
じ
で

あ
る
。

　
昼
食
代
は
三
つ
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
一
〇
月
一
一
日
か
ら
一
八
日
ま
で
の
「
小

遣
」
が
八
九
文
（
一
日
あ
た
り
一
一
文
強
）
、
一
九
日
か
ら
二
一
日
ま
で
の
「
小
遣

之

分
」
が
、
「
…
宝
積
寺
・
善
光
寺
等
ヘ
ノ
案
内
者
二
酒
以
下
ノ
入
目
也
」
と
い
う

注
記
が
あ
り
、
四
二
文
（
一
日
あ
た
り
一
四
文
）
。
二
二
日
か
ら
一
一
月
四
日
ま
で

一
三

日
分
の
「
小
遣
ト
モ
」
が
九
〇
文
（
一
日
あ
た
り
七
文
弱
）
で
、
「
案
内
者
へ

の
入

目
」
の
あ
る
部
分
が
や
や
高
い
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
の
昼
食
の
平
均
約
二
〇
文

よ
り
も
低
い
。
越
後
府
中
以
降
、
一
般
に
昼
食
代
は
そ
れ
ま
で
よ
り
安
く
な
っ
て
い

る
。一

一
月
四
日

　

こ
こ
か
ら
上
野
へ
向
か
っ
て
、
東
へ
移
動
を
始
め
る
。

松
橋
　
　
新
潟
県
中
頸
城
郡
頸
城
村
松
橋
　
　
　
「
小
遣
」
七
文

　

慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）
こ
ろ
の
頸
城
郡
絵
図
に
見
え
る
が
、
町
場
の
表
現
で
あ

る
街
村
状
に
は
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
北
陸
道
も
北
側
を
通
っ
て
い
る
。
宿
泊
施
設
が

あ
る
よ
う
な
町
場
で
は
な
い
が
、
多
少
の
食
料
は
調
達
で
き
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。

ハ
ナ

カ
サ
キ
　
　
新
潟
県
中
頸
城
郡
頸
城
村
花
ケ
崎
　
　
　
「
ハ
タ
コ
」
四
八
文

　

頸
城
郡
絵
図
に
「
花
ヶ
崎
町
」
と
し
て
街
村
状
に
描
か
れ
て
い
る
。
旅
籠
代
は
ま

だ

四
入
文
で
あ
る
。

（
＝
月
五
H
）

　

昼
食
・
宿
泊
と
も
記
載
な
く
、
不
明
。

一
一
月
六
日
（
・
七
日
）

　
「
昼
休
以
下
」
一
三
文
。
場
所
不
明
。

ノ
ウ
峯
大
善
坊
　
　
新
潟
県
東
頸
城
郡
安
塚
町
安
塚
　
　
「
礼
ノ
出
銭
分
」
一
七
七
文

　

不
明
と
し
て
い
た
が
、
「
ノ
ウ
峯
」
は
「
直
峰
」
で
、
上
杉
氏
の
有
力
な
城
で
あ

り
、
頸
城
郡
絵
図
に
も
「
直
嶺
之
城
」
が
描
か
れ
、
城
下
の
「
安
塚
町
」
も
街
村
状

に
描
か
れ
て
い
る
〔
坂
井
一
九
九
五
〕
。
現
在
も
地
元
で
は
ノ
ウ
ミ
ネ
と
発
音
す
る

由
。
「
大
善
坊
」
は
未
詳
だ
が
、
城
下
の
寺
院
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
礼
」
と
し
て

で

は
あ
る
が
宿
泊
料
を
支
払
っ
て
お
り
、
実
質
的
に
は
経
済
的
関
係
で
あ
る
。
「
七

日
・
八
日
両
日
逗
留
」
と
あ
り
、
「
礼
ノ
出
銭
分
一
七
七
文
」
は
、
九
日
ま
で
の
二

泊
と
昼
食
二
な
い
し
三
回
分
の
計
算
と
思
わ
れ
る
が
、
若
干
高
い
。
あ
る
い
は
九
日

分

に
見
え
る
「
送
ノ
人
」
に
関
わ
る
も
の
か
。

（
一
一
月
八
日
）

　
昼
食
は
不
詳
。
大
善
坊
か
。

田
麦
　
　
新
潟
県
東
頸
城
郡
大
島
村
田
麦
　
　
「
ハ
タ
コ
」
五
〇
文

　
頸
城
郡
絵
図
に
は
、
「
直
峯
分
た
も
き
村
」
と
し
て
見
え
る
が
、
街
村
状
に
は
表

記

さ
れ
て
い
な
い
。
旅
籠
に
泊
ま
っ
て
い
る
が
、
近
世
に
も
都
市
的
場
の
徴
証
は
特

に
な
い
。
旅
籠
賃
は
、
こ
れ
以
後
四
八
文
の
原
則
が
崩
れ
、
一
定
し
な
く
な
る
。

（
二
月
九
日
）
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昼
食
は
不
詳
。

松
平
　
　
新
潟
県
東
頸
城
郡
松
代
町
松
代
　
　
「
ハ
タ
コ
」
　
四
〇
文

　
江
戸
時
代
以
降
「
松
代
村
」
だ
が
、
慶
長
一
五
年
（
一
六
一
〇
）
松
平
忠
輝
の
支

配
下

に
な
る
ま
で
「
松
平
村
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。
府
中
～
十
日
町
間
の
松
之
山
街

道
の
宿
駅
。

　
「
ノ
ウ
峯
ヨ
リ
ノ
送
ノ
人
二
遣
ス
」
二
五
文
。
「
送
り
の
人
」
に
遣
わ
す
礼
銭
は
、

後
に
も
う
一
例
二
五
文
（
対
馬
屋
～
神
原
）
と
五
〇
文
の
例
が
あ
り
（
結
城
～
多
劫

の

項
）
、
ま
た
宿
へ
の
礼
銭
は
一
〇
〇
文
の
例
が
四
度
（
笠
取
西
庄
（
二
泊
）
、
宇
都

宮
（
日
数
不
明
）
、
大
平
（
二
泊
）
、
新
潟
（
一
泊
か
）
、
二
〇
〇
文
の
例
が
三
度

（越
後
の
金
蔵
坊
、
大
福
坊
、
府
中
宿
）
あ
る
。
あ
る
い
は
礼
銭
と
し
て
支
払
う
場

合

は
、
二
五
文
が
一
つ
の
単
位
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
一
月
一
〇
日

犬
伏
　
　
新
潟
県
東
頸
城
郡
松
代
町
犬
伏
　
　
「
コ
ツ
カ
イ
」
一
三
文

　
　
松
之

山
街
道
が
通
り
、
ま
た
集
落
は
、
上
杉
氏
家
臣
の
城
な
ど
で
あ
っ
た
犬
伏

城
の
館
跡
と
思
わ
れ
る
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
さ
ば
た
け

麻
畠
　
　
新
潟
県
十
日
町
市
麻
畠
　
　
「
ハ
タ
コ
」
五
〇
文

　
近
世

に
は
、
栃
窪
峠
越
え
の
脇
往
還
が
通
る
「
六
箇
村
」
の
一
つ
。

一
一
月
一
］
日

　
「
小
遣
以
下
」
三
七
文
は
場
所
不
明
。

湯
ノ
サ
ワ
　
　
新
潟
県
南
魚
沼
郡
湯
沢
町
湯
沢
　
　
「
ハ
タ
コ
」
四
〇
文

　
　
近
世
は

三
国
街
道
の
宿
場
。

一

一
月
一
二
日

　
「
コ
ツ
カ
イ
ト
モ
」
一
二
文
。
場
所
不
明
。

ア
サ

カ
イ
　
　
新
潟
県
南
魚
沼
郡
湯
沢
町
三
国
浅
貝
　
「
ハ
タ
コ
」
四
八
文

　

近
世

は
三
国
街
道
の
宿
場
。

＝
月
一
三
日

　
「
コ
ツ
カ
イ
」
四
文
。
場
所
不
明
。
四
文
と
安
い
の
は
、
山
間
部
で
十
分
な
食
事

を
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
か
。

上
野
国
ア
イ
　
　
群
馬
県
利
根
郡
新
治
村
相
俣
か
　
　
「
ハ
タ
コ
」
四
〇
文

　
三

国
峠
を
越
え
て
上
野
に
入
る
。
「
ア
イ
」
は
不
明
と
し
て
い
た
が
、
経
路
か
ら

見
て
、
三
国
街
道
の
宿
場
相
俣
と
思
わ
れ
る
。
万
里
集
九
も
沼
田
と
三
国
峠
の
間
で

「相
間
田
」
の
「
逆
旅
（
宿
屋
）
」
に
宿
泊
し
て
い
る
。

一
一
月
一
四
日

沼

田
　
　
群
馬
県
沼
田
市
上
之
町
・
中
町
・
下
之
町
付
近
か
「
昼
休
以
下
」
一
二
文

　
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
に
沼
田
氏
が
築
城
し
た
と
さ
れ
、
天
正
年
間
に
は
真
田

氏
が
城
主
と
な
る
が
、
以
前
か
ら
交
通
の
要
衝
で
、
万
里
集
九
も
「
沼
田
舘
」
に
宿

泊
し
て
い
る
。
近
世
も
城
下
町
。

ナ

グ
モ
　
　
群
馬
県
勢
多
郡
赤
城
村
長
井
小
川
田
　
「
ハ
タ
コ
」
五
三
文

　
近
世
沼
田
街
道
の
宿
が
長
井
小
川
田
村
に
あ
り
、
南
雲
宿
と
称
さ
れ
た
（
『
群
馬

県
の
地
名
』
）
。

一
一
月
一
五
日

　
「
コ
ツ
カ
イ
」
一
六
文
　
場
所
不
明
。

タ
ル
イ
　
　
未
詳
　
　
「
ハ
タ
コ
」
四
〇
文

　
一
案
と
し
て
は
群
馬
県
勢
多
郡
赤
城
村
樽
か
。
し
か
し
交
通
集
落
的
な
要
素
は
特

に
な
い
よ
う
で
あ
る
。

一
一
月
一
六
日

　
「
タ
ル
イ
ヨ
リ
ヲ
マ
田
迄
ノ
駄
賃
」
三
〇
文

オ
マ
タ
ノ
鶏
足
寺
　
　
足
利
市
小
俣
町

　
「
タ
ル
イ
ヨ
リ
ヲ
マ
タ
ノ
鶏
足
寺
ヘ
ツ
ク
／
二
月
一
七
日
」
と
あ
り
、
こ
こ
で

「
惣
已
上
三
貫
八
百
廿
八
文
／
此
分
下
リ
ノ
路
銭
分
也
」
と
、
い
っ
た
ん
「
下
り
」

分
の
合
算
が
な
さ
れ
て
、
目
的
地
に
到
着
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
鶏
足
寺
は
平
安
期

に
創
建
さ
れ
た
天
台
宗
寺
院
で
あ
っ
た
が
、
鎌
倉
中
期
以
降
真
言
密
教
の
拠
点
と
な

っ

て

い
た
。

　

以

下
、
第
三
紙
裏
に
「
永
禄
六
年
十
一
月
日
遣
足
」
と
あ
り
、
一
一
月
以
降
の
上
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り
分
の
支
出
簿
に
な
る
が
、
（
永
禄
七
年
）
五
月
一
一
日
の
田
村
ま
で
日
付
が
な
く
、

ま
た
場
所
も
連
続
し
な
い
。
こ
れ
は
先
述
し
た
よ
う
に
、
そ
の
間
は
関
係
の
あ
る
寺

院

な
ど
に
宿
泊
し
て
、
支
出
の
必
要
が
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
前

述

し
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
醍
醐
寺
無
量
寿
院
の
尭
雅
が
東
国
で
の
付
法
に
際
し
て
滞

在
し
た
地
域
と
ほ
ぼ
一
致
し
（
図
1
）
、
具
体
的
な
用
務
は
不
明
な
が
ら
、
こ
の
半

年
間
に
北
関
東
の
関
係
寺
院
を
巡
る
こ
と
が
こ
の
旅
の
主
た
る
目
的
で
あ
っ
た
こ
と

が
理
解

さ
れ
る
。
途
中
で
支
出
が
必
要
と
な
っ
た
部
分
だ
け
が
記
録
さ
れ
て
お
り
、

以
下
の
も
の
が
あ
る
。

宇
都
宮
　
　
栃
木
県
宇
都
宮
市
　
　
「
宇
都
宮
二
逗
留
ノ
間
礼
二
遣
ス
、
深
長
（
ヵ
）
方

へ
」　
百
文

　
宇
都
宮
社
の
門
前
町
・
宿
場
町
、
宇
都
宮
氏
の
城
下
町
。
近
世
も
日
光
街
道
・
奥

州
街
道
の
宿
場
。
日
付
は
な
い
が
、
逗
留
の
礼
に
百
文
を
払
っ
て
い
る
た
め
、
他
の

例
か

ら
二
日
間
の
宿
泊
と
推
定
さ
れ
る
。

　
宇
都
宮
で
は
、
尭
雅
も
慈
心
院
、
成
願
寺
に
滞
在
し
て
印
可
を
行
っ
て
い
る
。

結
城
　
　
栃
木
県
結
城
市
結
城
　
「
結
城
ヨ
リ
多
劫
マ
テ
ノ
送
ノ
人
二
遣
ス
」
　
五

〇

文
多
劫
　
　
栃
木
県
河
内
郡
上
三
川
町
多
功

　
結
城

は
結
城
氏
の
城
下
町
。
尭
雅
も
結
城
で
は
光
福
寺
・
結
城
寺
に
滞
在
し
て
い

る
。

　
多
劫
（
功
）
は
、
近
世
は
日
光
街
道
の
宿
場
。
「
送
ノ
人
」
へ
の
礼
は
、
先
の
直

峰
の
例
で

は
二
五
文
だ
っ
た
の
で
、
こ
れ
は
二
人
、
な
い
し
二
泊
分
か
。
次
行
の

「
コ

ツ

カ
イ
」
一
七
文
は
場
所
不
明
。

ヒ
ホ
コ
　
　
未
詳
。

小
松
　
　
茨
城
県
常
北
町
上
入
野
　
　
「
駄
賃
ヒ
ホ
コ
ヨ
リ
小
松
マ
テ
」
　
六
〇
文

　
真
言
宗
の
拠
点
寺
院
小
松
寺
が
あ
り
、
尭
雅
も
印
可
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
そ
こ

を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

岩
城
湯
本
　
　
福
島
県
い
わ
き
市
常
磐
湯
本
町
　
　
「
岩
城
湯
本
ニ
テ
遣
足
」
ニ
ハ
文

　

古
代
か

ら
温
泉
地
と
し
て
知
ら
れ
、
近
世
は
浜
街
道
の
宿
場
。
「
遣
足
」
と
さ
れ

た
支
出
は
こ
こ
だ
け
で
あ
り
、
内
容
は
不
詳
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
わ
ら
ご

川
原
コ
　
　
茨
城
県
日
立
市
河
原
子
町
　
　
「
駄
賃
川
原
コ
ヨ
リ
」
五
〇
文

　

尭
雅

は
「
常
州
河
原
子
」
の
普
済
寺
で
印
可
を
行
っ
て
お
り
、
遣
足
帳
の
記
者
も

お

そ
ら
く
そ
こ
に
宿
泊
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
下
も
、
地
名
、
支
出
と
も
お
お
ざ
つ
ば
な
書
き
方
が
続
く
。

　
「
（
永
禄
七
年
）
五
月
十
一
日
二
田
村
ヨ
リ
長
井
へ
越
ス
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
ち
ゅ
う

田
村
　
　
福
島
県
田
村
郡
三
春
町
山
中
か

　

田
村
庄
は
現
郡
山
市
東
部
か
ら
三
春
町
、
小
野
町
な
ど
の
付
近
に
比
定
さ
れ
て
い

る
が
、
尭
雅
は
「
田
村
明
王
別
当
」
に
お
い
て
印
可
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
三
春

田
村
氏
が
永
正
年
間
に
城
下
へ
勧
請
し
た
と
い
う
大
元
帥
明
王
（
現
田
村
大
元
神

社
）
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
遣
足
帳
の
記
者
も
そ
こ
に
滞
在
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
後
出
の
「
ミ
ハ
ル
」
も
そ
こ
と
考
え
ら
れ
、
「
田
村
」
は
広
域
地
名
と
し
て
使

用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

シ
ノ
ブ
　
　
「
タ
チ
ン
（
駄
賃
）
シ
ノ
ブ
ヨ
リ
板
ヤ
マ
テ
」
　
三
〇
文

　
「
信
夫
」
は
現
在
の
福
島
県
福
島
市
付
近
だ
が
、
尭
雅
の
下
向
記
で
も
該
当
が
見

あ
た
ら
ず
、
具
体
的
な
場
所
は
不
明
。

板
屋
　
　
山
形
県
米
沢
市
板
谷
。
近
世
は
米
沢
と
福
島
を
結
ぶ
板
谷
街
道
の
宿
場
。

長
井
　
　
山
形
県
長
井
市
な
ど
か

　
現
在
置
賜
盆
地
の
西
北
に
長
井
市
が
あ
り
、
真
言
宗
の
有
力
寺
院
遍
照
寺
も
あ
る

が
、
長
井
庄
は
置
賜
郡
全
体
も
指
す
た
め
、
板
谷
に
近
い
米
沢
な
ど
を
含
む
置
賜
全

体
の

ど
こ
か
と
い
う
以
上
に
は
判
明
し
な
い
。
尭
雅
は
「
奥
州
長
江
荘
田
嶋
薬
師

寺
」
で
印
可
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
未
詳
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な

寺
院
へ
の
用
務
と
思
わ
れ
る
。

　
「
コ
ツ
カ
イ
」
七
文

　
「
駄
賃
　
板
屋
ヨ
リ
シ
ノ
ブ
マ
テ
」
三
〇
文

　
「
ハ
タ
コ
十
二
日
シ
ノ
ブ
ニ
テ
」
一
五
文
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す
な
わ
ち
行
程
と
し
て
は
、
田
村
↓
信
夫
↓
板
谷
↓
長
井
↓
板
谷
↓
信
夫
と
な
り
、

現
福
島
市
付
近
を
経
由
し
、
板
谷
峠
を
越
え
て
、
現
山
形
県
の
置
賜
地
方
ま
で
移
動

し
、
元
の
ル
ー
ト
を
戻
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
十
四
日
ヨ
リ
田
村
ヨ
リ
相
馬
へ
越
ス
」
と
、
次
の
行
は
田
村
よ
り
と
あ
る
が
、

実
際
は
信
夫
↓
相
馬
の
ル
ー
ト
か
。

相
馬
　
　
福
島
県
相
馬
市
付
近
　
　
「
ハ
タ
コ
」
二
〇
文
、
「
送
ノ
衆
ニ
サ
ケ
相
馬
迄

人
数
五
人
」
一
五
文

　
尭
雅

は
現
双
葉
郡
浪
江
町
の
「
相
馬
観
音
寺
」
で
印
可
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
こ

で

は
旅
籠
に
宿
泊
し
て
い
る
た
め
、
別
の
地
点
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
六
月
二
日
ヨ
リ
相
馬
ヨ
リ
岩
城
ヘ
コ
ス
」

シ
ン
山
　
　
福
島
県
双
葉
郡
双
葉
町
新
山
　
「
サ
ケ
、
シ
ン
山
ヨ
リ
送
衆
五
人
ニ
サ

ケ
」
三
〇
文

　
近
世

は
浜
街
道
の
宿
場
。
真
言
宗
寺
院
自
性
院
も
存
在
す
る
。

　
「
六
月
十
二
日
岩
城
ヨ
リ
田
村
へ
越
ス
」

薬
王
寺
　
　
福
島
県
い
わ
き
市
四
倉
町
薬
王
寺
　
「
薬
王
寺
ヨ
リ
馬
中
間
二
遣
ス
」

一
〇

文

　
薬
王
寺
は
真
言
宗
寺
院
で
、
尭
雅
も
こ
こ
で
印
可
を
行
っ
て
い
る
。

ミ
サ
コ
　
　
福
島
県
い
わ
き
市
三
和
町
上
三
坂
・
下
三
坂
　
　
「
ミ
サ
コ
ヨ
リ
小
野
マ

テ

ノ
駄
賃
」
四
五
文

　
三
坂
氏
の
城
が
あ
り
、
ま
た
三
春
な
ど
へ
の
交
通
の
要
地
で
宿
駅
の
機
能
を
持
っ

た
。小

野
　
　
福
島
県
田
村
郡
小
野
町
小
野
新
町
　
　
「
小
野
ヨ
リ
ミ
ハ
ル
迄
ノ
タ
チ
ン
」

五
〇
文

　
岩
城
街
道
の
要
地
で
、
近
世
に
も
町
分
が
あ
っ
た
。

ミ
ハ
ル
　
　
福
島
県
田
村
郡
三
春
町

　
「
田
村
」
の
項
で
先
述
。
宇
都
宮
以
降
、
相
馬
の
一
例
を
除
い
て
宿
泊
料
の
支
出

は
な
く
、
こ
こ
ま
で
は
用
務
の
た
め
に
、
ほ
と
ん
ど
関
係
寺
院
等
に
宿
泊
し
て
い
た

と
思
わ
れ
る
。

　
「
同
（
六
月
）
十
七
日
ニ
ミ
ハ
ル
ヨ
リ
大
平
へ
越
ス
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
お
だ
い
ら

大
平
　
　
福
島
県
郡
山
市
大
平
町
大
平
か
　
「
東
仙
坊
へ
礼
両
夜
逗
留
」
一
〇
〇
文

　
東
仙
坊
は
未
詳
。
礼
銭
で
の
宿
泊
だ
が
、
こ
こ
で
も
支
出
は
二
泊
百
文
で
あ
る
。

　
飯
沼
均
氏
に
よ
れ
ば
、
付
近
に
「
先
達
屋
敷
」
の
伝
承
を
持
つ
一
六
世
紀
の
建
物

群
の
遺
跡
が
あ
る
。

　
「
太
タ
イ
ラ
ヨ
リ
、
タ
カ
タ
テ
迄
ノ
駄
賃
」
三
〇
文

　
以
下
、
会
津
を
通
っ
て
再
び
越
後
へ
向
か
う
。

高
館
　
　
現
在
の
郡
山
～
会
津
若
松
間
だ
が
、
未
詳
。
　
「
高
館
ヨ
リ
中
路
迄
ノ
駄

賃
」
四
八
文

中
路
　
　
現
在
の
郡
山
～
会
津
若
松
間
　
　
「
ハ
タ
コ
」
三
六
文

　
飯
沼
均
氏
よ
り
郡
山
市
西
田
町
の
馬
場
中
路
遺
跡
付
近
の
可
能
性
を
御
指
摘
い
た

だ

い
た
。

　
次
の

「
コ

ツ

カ
イ
」
八
文
は
場
所
不
明
。

黒
河
　
　
福
島
県
会
津
若
松
市
黒
川
　
　
「
中
路
ヨ
リ
黒
河
迄
ノ
駄
賃
」
五
〇
文

　
薦
名
氏
の
城
下
町
だ
が
、
尭
雅
は
会
津
で
も
金
剛
寺
な
ど
で
印
可
を
行
っ
て
お
り
、

こ
の
記
録
で
も
会
津
に
は
用
務
で
滞
在
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

六
月
二
二
日

　
「
六
月
廿
二
日
会
津
ヨ
リ
立
、
ヤ
ナ
イ
ツ
ニ
ツ
ク
」

ヤ
ナ
イ
ツ
　
　
福
島
県
河
沼
郡
柳
津
町
柳
津
　
　
「
ハ
タ
コ
」
五
〇
文

　

日
本
三
虚
空
蔵
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
る
円
蔵
寺
（
臨
済
宗
）
の
門
前
町
。
『
天

正
本

狂

言
』
の
「
大
こ
く
」
に
も
、
「
や
な
い
と
の
こ
く
う
さ
う
へ
参
」
と
あ
る

（古

川
一
九
五
六
）
。
本
記
録
で
「
ツ
ク
（
着
く
）
」
と
あ
る
の
は
目
的
地
を
示
す
表

現
と
思
わ
れ
、
宿
泊
だ
け
で
は
な
く
、
虚
空
蔵
へ
の
参
詣
が
一
つ
の
目
的
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。

六
月
二
三
日

　
「
駄
賃
柳
津
ヨ
リ
」
四
〇
文
、
「
船
賃
柳
津
」
一
〇
文
、
「
駄
賃
野
尻
マ
テ
」
三
〇
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文
。

　

船
賃
は
只
見
川
を
渡
河
し
た
際
の
も
の
か
。

野
尻
　
　
福
島
県
耶
麻
郡
郡
西
会
津
町
上
野
尻
・
村
岡
　
　
「
ハ
タ
コ
」
三
六
文

　

近
世
は

上
野
尻
宿
・
下
野
尻
宿
と
し
て
越
後
街
道
の
宿
駅
。

六
月
二
四
日

　
「
コ
ツ
カ
イ
」
四
文
は
場
所
不
明
。

　
「
津
川
迄
駄
賃
」
五
〇
文

津
川
　
　
新
潟
県
東
蒲
原
郡
津
川
町
津
川
　
　
「
ハ
タ
コ
」
四
五
文

　
近
世
は
新
発
田
街
道
の
宿
駅
。

六
月
二
五
日

　
「
サ
ケ
」
三
〇
文

　
「
フ
ナ
チ
ン
、
マ
ヲ
ロ
シ
マ
テ
」
五
四
文
。
こ
こ
か
ら
阿
賀
野
川
を
馬
下
へ
下
る
。

マ

オ
ロ
シ
　
　
新
潟
県
五
泉
市
馬
下
　
　
「
ハ
タ
コ
」
三
六
文

　

阿
賀
野
川
が
平
野
部
へ
出
る
付
近
に
位
置
す
る
。
近
世
に
は
都
市
的
性
格
は
な
い

よ
う
だ
が
、
こ
こ
で
は
旅
籠
に
宿
泊
し
て
い
る
。

六
月
二
六
日

　
「
コ
ツ
カ
イ
」
二
〇
文
は
場
所
不
明
。

村
松
　
　
新
潟
県
中
蒲
原
郡
村
松
町
村
松
　
　
「
駄
賃
マ
ヲ
ロ
シ
ヨ
リ
村
松
ま
で
」
三

〇
文
　
正
保
元
年
（
一
六
四
四
）
に
堀
直
吉
が
城
下
町
を
建
設
す
る
が
、
上
杉
氏
時
代
か

ら
城
が
あ
り
、
都
市
的
場
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

横
越
　
　
新
潟
県
中
蒲
原
郡
横
越
村
横
越

　
「
駄
賃
村
松
ヨ
リ
横
越
迄
」
七
〇
文
、
「
宿
ヨ
リ
送
衆
　
サ
ケ
　
ヨ
コ
コ
シ
ニ
テ
」

三
〇
文

　
近
世

に
は
都
市
的
性
格
は
な
い
よ
う
だ
が
、
こ
の
時
点
で
は
交
通
の
要
地
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

コ

ク
ラ
ノ
ワ
タ
リ
　
　
新
潟
県
新
潟
市
蔵
岡
か
　
　
「
フ
ナ
チ
ン
」
一
五
文

　

原
本
は
重
ね
書
き
が
あ
っ
て
判
読
し
に
く
く
、
最
初
の
紹
介
で
は
「
コ
ク
ラ
ク
ワ

タ
リ
」
と
し
て
い
た
が
、
「
コ
ク
ラ
ノ
ワ
タ
リ
」
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
を
受
け

た
。
『
新
潟
市
史
』
は
既
に
「
コ
ク
ラ
ノ
ワ
タ
リ
」
と
し
、
神
田
勝
郎
氏
は
、
こ
れ

を
蔵
岡
の
渡
り
に
比
定
し
て
い
る
。
か
つ
て
阿
賀
野
川
右
岸
に
「
極
楽
寺
」
が
所
在

し
た
こ
と
か
ら
「
極
楽
渡
り
」
の
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
た
が
（
山
上
一
九
九
七
な

ど
）
、
原
本
を
再
検
討
し
た
と
こ
ろ
、
「
コ
ク
チ
ノ
」
あ
る
い
は
「
コ
タ
チ
ノ
」
を
書

き
直
し
て
「
コ
ク
ラ
ノ
」
に
し
た
よ
う
で
あ
り
、
読
み
は
「
コ
ク
ラ
ノ
ワ
タ
リ
」
で

確
定
し
た
い
。

対
馬
屋
　
　
新
潟
県
新
潟
市
津
島
屋
　
　
「
駄
賃
対
馬
屋
マ
テ
」
二
五
文
、
「
ハ
タ
コ
」

三
〇
文

　
近
世

に
は
阿
賀
野
川
の
渡
し
が
あ
り
、
ま
た
新
発
田
か
ら
新
潟
港
へ
の
道
の
宿
に

な
っ
て
い
た
。

六
月
二
七
日

神
原
　
　
新
潟
県
新
潟
市
蒲
原
町
　
「
神
原
マ
テ
ノ
案
内
者
二
遣
ス
」
二
五
文
、

「サ

ケ
」
一
五
文

　
延
喜
式
に
既
に
「
蒲
原
津
湊
」
が
見
え
、
永
正
一
五
年
（
一
五
一
八
）
伊
達
家
臣

願
神
軒
存
爽
算
用
状
に
も
「
百
文
　
か
ん
ハ
ら
の
舟
も
り
」
の
支
出
が
あ
る
。

ニ

イ
カ
タ
ノ
ワ
タ
リ
　
　
新
潟
県
新
潟
市
　
　
「
ニ
イ
カ
タ
ノ
ワ
タ
リ
（
船
賃
）
」
一

〇

文
　
新
潟
の
初
出
資
料
で
、
新
潟
津
は
一
六
世
紀
か
ら
次
第
に
蒲
原
津
・
沼
垂
津
に
代

わ

っ

て

い

っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
「
宿
ヘ
ノ
礼
／
宇
路
（
ヵ
）
与
助
」
一
〇
〇
文
は
お
そ
ら
く
新
潟
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。六

月
二
八
日

　
再
び
蒲
原
へ
渡
っ
て
さ
ら
に
沼
垂
津
へ
渡
り
、
そ
こ
か
ら
乙
法
寺
へ
渡
っ
て
い
る
。

こ
の
あ
た
り
船
賃
が
多
く
、
最
初
の
紹
介
で
は
日
本
海
交
通
と
理
解
し
た
が
、
坂
井

秀
弥
氏
よ
り
、
こ
れ
は
当
時
大
き
く
広
が
っ
て
い
た
潟
湖
を
利
用
し
た
内
水
面
交
通
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で

あ
る
と
の
指
摘
を
受
け
た
。

　
「
船
賃
　
神
原
へ
越
時
」
一
四
文

　
「
上
原
ニ
テ
サ
ケ
」
八
文

ノ
ツ
タ
リ
　
　
新
潟
県
新
潟
市
沼
垂
東
・
沼
垂
西
な
ど
　
　
「
船
賃
　
ノ
ツ
タ
リ
へ
越

時
」
一
七
文

　
永

正
一
五
年
（
一
五
一
八
）
願
神
軒
存
爽
算
用
状
に
も
「
二
百
文
　
の
つ
た
り
の

わ
た
し
も
り
」
の
支
出
が
あ
る
。
近
世
は
次
第
に
新
潟
町
に
機
能
を
奪
わ
れ
た
。
河

口
の
変
動
な
ど
で
、
場
所
自
体
も
移
動
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
の
と

乙
法
寺
　
　
新
潟
県
北
蒲
原
郡
中
条
町
乙

　
「
廿
八
日
に
乙
法
寺
ヘ
ツ
ク
」
と
あ
り
、
乙
法
寺
が
新
潟
か
ら
の
目
的
地
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
乙

法
寺
は
行
基
に
よ
っ
て
開
か
れ
、
慶
長
初
年
に
天
台
宗
か
ら
真
言
宗
に
改
め
た

と
さ
れ
る
。
遣
足
帳
記
者
の
滞
在
は
、
こ
の
転
派
の
前
に
当
た
り
、
あ
る
い
は
そ
れ

に
関
係
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

こ
れ
以
降
、
八
月
一
二
日
ま
で
、
一
ケ
月
以
上
日
付
が
飛
ん
で
お
り
、
以
下
一
〇

項

目
ほ
ど
月
日
が
明
ら
か
で
な
い
。
お
そ
ら
く
乙
法
寺
な
い
し
付
近
に
滞
在
し
、
用

務
を
行
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

池

ノ
ハ
タ
　
　
新
潟
県
北
蒲
原
郡
豊
浦
町
池
ノ
端
　
　
「
舟
ち
ん
」
一
〇
文

　
都

市
的
性
格
は
特
に
認
め
ら
れ
な
い
が
、
永
禄
年
間
に
「
高
橋
掃
部
之
介
」
が

「亀
形

ノ
城
」
を
作
っ
た
と
い
う
（
『
新
潟
県
の
地
名
』
）
。
船
賃
は
渡
河
程
度
の
額
で

あ
り
、
紫
雲
寺
潟
な
ど
を
渡
っ
た
際
の
も
の
か
。

　
次

に
「
金
蔵
所
へ
酒
手
」
二
四
文
、
「
同
」
二
五
文
が
連
続
し
て
記
載
さ
れ
て
い

る
が
、
お
そ
ら
く
日
付
の
違
う
支
出
で
あ
ろ
う
。
「
金
蔵
」
は
後
出
の
「
金
蔵
坊
」

と
同
じ
と
思
わ
れ
、
天
正
二
年
（
一
五
七
四
）
安
田
領
検
地
帳
に
見
え
る
「
金
蔵

寺
」
（
現
新
発
田
市
松
岡
）
に
比
定
さ
れ
る
〔
坂
井
一
九
九
五
〕
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
す
だ

ヤ
ス
田
　
　
新
潟
県
北
蒲
原
郡
安
田
町
保
田
か
　
　
「
舟
ち
ん
」
一
〇
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
ず
た

　
最

初
の
紹
介
で
は
、
色
部
氏
の
平
林
城
の
城
下
に
当
た
る
神
林
村
宿
田
に
比
定
し

た
が
、
発
音
が
「
や
つ
だ
」
で
あ
る
た
め
表
記
と
一
致
せ
ず
、
現
安
田
町
の
安
田

（保

田
）
と
す
べ
き
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
〔
坂
井
一
九
九
五
〕
。
安
田
は
安
田
氏
の

城
下

で
、
い
ず
れ
に
し
て
も
何
ら
か
の
用
務
で
あ
ろ
う
。

　
「
昼
休
」
二
二
文
は
日
付
’
場
所
と
も
不
明
。

　
「
金
蔵
坊
へ
礼
／
山
上
迄
ノ
案
内
者
」
二
〇
〇
文

山
上
　
　
新
潟
県
三
条
市
か
　
　
「
山
上
ヨ
リ
新
方
迄
ノ
舟
チ
ン
」
一
〇
〇
文

　
比
定
地
未
詳
と
し
て
い
た
が
、
坂
井
氏
に
よ
れ
ば
、
音
読
み
す
れ
ば
「
三
条
」
の

可
能
性
が
あ
り
、
新
潟
ま
で
の
船
賃
一
〇
〇
文
も
信
濃
川
を
下
っ
た
と
考
え
れ
ば
距

離
的
に
妥
当
で
あ
る
〔
坂
井
一
九
九
五
〕
。

　
「
ム
シ
ロ
」
一
七
文
、
「
大
福
坊
へ
樽
」
二
〇
〇
文
、
「
舟
ち
ん
」
八
五
文
は
い
ず

れ

も
場
所
未
詳
。
ム
シ
ロ
の
支
出
は
、
近
江
で
の
一
五
文
以
来
。
「
樽
」
は
実
物
か

名
目
と
し
て
の
礼
銭
か
不
明
だ
が
、
や
は
り
二
〇
〇
文
と
切
り
の
良
い
数
字
に
な
っ

て

い
る
。

ニ

イ
カ
タ
　
　
「
（
八
月
十
二
日
ヨ
リ
廿
二
日
マ
テ
）
ニ
イ
カ
タ
の
ハ
タ
コ
同
礼
」
三

六
〇
文

　
三
六
〇

文
は
、
一
泊
二
四
文
な
ら
一
五
日
分
に
相
当
す
る
が
、
日
付
記
載
で
は
一

〇

日
分
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
付
近
の
記
述
は
人
数
が
や
や
不
安
定
で
、
こ
こ
で
も

あ
る
い
は
部
分
的
に
同
宿
者
が
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

八
月
二
二
日

ヤ

ピ
コ
　
　
新
潟
県
西
蒲
原
郡
弥
彦
村
弥
彦
　
　
「
ヒ
ル
ヤ
ス
ミ
」
一
五
文

　
近
世

は
北
国
街
道
浜
通
の
宿
駅
。

　
「
駄
賃
」
二
五
文

　
「
ハ
タ
コ
」
二
四
文
、
場
所
不
明
。

八
月
二
三
日

　
「
ハ
タ
コ
」
二
四
文
、
場
所
不
明
。
こ
の
両
日
の
二
四
文
は
各
一
人
分
か
。

　
「
小
ツ
カ
イ
」
一
九
文
、
場
所
不
明
。

　
次
は
日
付
が
飛
ぶ
。
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九

月
二
日

　
「
小
遣
ト
モ
」
二
一
文
、
場
所
不
明
。

カ
ル
イ
川
　
　
新
潟
県
柏
崎
市
軽
井
川
　
　
「
ハ
タ
コ
」
三
五
文

　
近
世

は
都
市
的
性
格
が
な
い
よ
う
だ
が
、
本
記
録
で
は
二
度
旅
籠
に
宿
泊
し
て
い

る
。山
上
　
　
新
潟
県
三
条
市
か

　
「
九
月
五
日
又
山
上
へ
越
ス
」
と
あ
り
、
な
ぜ
か
「
山
上
」
ま
で
引
き
返
し
て
い

る
。
山
上
1
1
三
条
で
あ
れ
ば
、
新
潟
と
の
中
間
な
の
で
説
明
が
付
け
や
す
い
（
坂
井

一
九

九

五
）
。
日
付
は
空
白
が
多
く
、
「
山
上
」
や
そ
の
他
の
場
所
で
寺
院
等
に
宿
泊

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　
「
大
福
坊
へ
礼
」
二
百
文
　
　
「
中
二
日
逗
留
」
と
あ
り
、
前
回
と
同
じ
「
山
上
」

で

の
宿
泊
場
所
と
な
っ
て
い
る
。

出
雲
崎
　
　
新
潟
県
三
島
郡
出
雲
崎
町
住
吉
町
他
　
　
「
ハ
タ
コ
」
一
五
〇
文

　
「
行
真
同
山
城
二
人
出
雲
崎
二
逗
留
ノ
分
」
と
あ
り
、
三
人
分
か
。

　
北
国
街
道
に
沿
い
、
近
世
も
町
と
さ
れ
て
い
る
。

　
「
小
遣
」
二
六
文
　
場
所
不
明
。

　
「
ハ
タ
コ
　
カ
ル
イ
川
」
二
八
文

　
「
サ
カ
テ
　
山
上
」
二
〇
文

九
月
一
一
日
（
表
記
は
「
九
月
十
二
日
」
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
た
じ
ょ
う

北
条
　
　
新
潟
県
柏
崎
市
北
条
他
　
　
「
ハ
タ
コ
」
六
五
文

　
近
世
も
通
称
小
千
谷
街
道
の
宿
場
。
毛
利
北
条
氏
の
居
城
と
さ
れ
る
北
条
城
も
あ

る
。

九

月
一
二
日
ま
た
は
二
二
日

　
「
小
遣
」
一
九
文
は
場
所
不
明
。

九
月
一
三
日
（
表
記
は
「
十
四
日
」
）

ハ
ツ

サ

キ
　
　
新
潟
県
柏
崎
市
米
山
町
　
　
「
ハ
タ
コ
」
五
〇
文

　
頸
城
郡
絵
図
に
は
「
八
崎
町
」
と
し
て
見
え
、
街
村
状
に
描
か
れ
て
い
る
。
近
世

は
鉢
崎
村
で
、
北
陸
道
の
宿
駅
。

九
月
一
四
日

　
「
昼
休
」
二
四
文
　
場
所
不
明
。

　
「
駄
賃
」
五
〇
文

　
「
サ
ケ
」
二
四
文

府
中
　
　
新
潟
県
上
越
市
　
　
「
府
中
ニ
テ
宿
ヘ
ノ
礼
」
二
〇
〇
文

　
再
び
府
中
に
到
着
す
る
が
、
以
下
、
一
〇
月
二
日
に
有
間
川
に
宿
泊
し
て
帰
路
に

つ
く
ま
で
、
日
付
が
飛
び
、
府
中
以
外
の
地
名
が
見
え
ず
、
ま
た
五
人
の
分
を
一
括

し
て
い
る
場
合
も
あ
る
た
め
、
こ
の
半
月
あ
ま
り
の
行
動
は
跡
を
た
ど
る
こ
と
が
難

し
い
。

（九
月
一
六
日
か
）

　
「
小
遣
」
三
〇
文

　
「
サ
ケ
大
館
殿
ヘ
タ
ル
」
三
一
文

九
月
一
七
日

　
「
コ
ツ
カ
イ
」
二
三
文
　
　
場
所
不
明
。

　
「
ム
シ
ロ
」
三
〇
文
　
か
な
り
高
額
で
、
あ
る
い
は
複
数
分
か
。

（九
月
一
八
日
か
。
以
下
「
十
月
二
日
」
ま
で
日
付
不
詳
）

　
「
コ
ツ
カ
イ
」
一
五
文
　
　
場
所
不
明
。

　
「
同
（
コ
ツ
カ
イ
）
廿
三
日
迄
ノ
分
ナ
リ
」
三
八
文

　
「
コ
ツ
カ
イ
」
五
〇
文
　
　
場
所
不
明
。

　
「
ム
シ
ロ
」
五
〇
文

　
「
ハ
タ
コ
」
六
一
文
場
所
不
明
。

　
「
小
遣
廿
九
日
迄
」

　
「
餅
」
一
〇
文

　
「
箕
　
行
真
」
四
五
文
　
　
「
行
真
」
は
同
行
者
と
思
わ
れ
る
が
、
四
五
文
は
か
な

り
高
額
で
、
複
数
か
も
し
れ
な
い
。

　
「
ワ
ラ
チ
（
草
軽
）
」
一
一
文
本
記
録
で
草
鮭
は
二
度
し
か
出
な
い
。
こ
れ
も
複
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数
の
可
能
性
が
高
い
。

　
「
ヤ
ト
ノ
（
宿
の
）
下
女
」
二
二
文

　
「
ハ
タ
コ
」
一
貫
四
三
文
　
　
（
「
九
月
十
四
日
ヨ
リ
十
月
二
日
迄
／
五
人
ノ
分
府
中

二

逗
留
」
）

一
〇
月
二
日

　
「
コ
ツ
カ
イ
」
三
一
文

ア

ル
マ
川

　
　
（
前
出
）
　
「
ハ
タ
コ
」
六
〇
文

　

こ
こ
か
ら
行
き
の
逆
コ
ー
ス
を
た
ど
る
。
し
か
し
旅
籠
代
が
行
き
よ
り
増
し
て
六

〇
文
に
な
る
。
人
数
が
増
え
た
な
ら
二
四
文
増
し
に
な
り
そ
う
だ
が
、
一
二
文
す
な

わ
ち
一
食
分
の
増
加
に
な
っ
て
い
る
の
で
解
釈
が
難
し
い
。
何
ら
か
の
付
加
価
値
が

付
い
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
こ
の
間
に
「
協
定
料
金
」
の
値
上
げ
が
あ
っ
た
の
か
、

今
の
と
こ
ろ
成
案
を
得
な
い
。

一
〇
月
三
日

名
立
　
　
（
前
出
）
　
「
ヒ
ル
ヤ
ス
ミ
」
二
〇
文

　
昼
食
代

は
、
行
き
と
比
べ
て
余
り
変
化
が
な
く
、
二
〇
文
程
度
で
あ
る
。

　
「
ワ
ラ
チ
」
六
文

ノ
ウ
　
　
（
前
出
）
　
「
ハ
タ
コ
」
六
〇
文

一
〇
月
四
日

　
「
小
遣
」
二
六
文
　
場
所
不
明

イ
ト
イ
川
　
　
（
前
出
）
　
「
ハ
タ
コ
」
六
〇
文

一
〇

月
五
日

　
「
ヒ
ル
ヤ
ス
ミ
以
下
」
三
二
文
場
所
不
明

市

プ
リ
　
　
（
前
出
）
「
ハ
タ
コ
」
六
〇
文

一
〇
月
六
日

　
「
昼
休
以
下
」
二
六
文
　
場
所
不
明
。

　
「
ハ
タ
コ
」
六
〇
文
　
場
所
不
明
。
行
き
は
大
家
庄
に
泊
ま
っ
て
い
る
。

一
〇
月
七
日

　
「
小
遣
」
一
五
文
　
場
所
不
明
。

三
日
市
　
　
富
山
県
黒
部
市
三
日
市
　
　
「
ハ
タ
コ
」
五
〇
文

　
近
世

は
北
陸
街
道
の
上
街
道
と
下
街
道
の
分
岐
点
に
位
置
す
る
宿
駅
。

一
〇

月
八
日

　
「
コ
ツ
カ
イ
」
一
三
文
　
場
所
不
明
。

大
津
　
　
富
山
県
魚
津
市
大
町
他
　
　
「
ハ
タ
コ
」
六
〇
文

　
守
護
代
椎
名
氏
の
居
城
魚
津
城
が
あ
る
が
、
旅
籠
に
宿
泊
し
て
い
る
。
近
世
は
北

陸
街
道
の
宿
場
。

一
〇

月
九
日

　
「
ヒ
ル
ヤ
ス
ミ
」
三
〇
文
　
場
所
不
明
。

　
「
ハ
タ
コ
」
六
〇
文
　
場
所
不
明
。
高
岡
徹
氏
は
滑
川
ま
た
は
水
橋
泊
り
と
推
測

（高
岡
一
九
九
六
）
。

一
〇

月
一
〇
日

　
「
ヒ
ル
ヤ
ス
ミ
以
下
」
三
六
文
　
場
所
不
明

新
庄
　
　
富
山
県
富
山
市
新
庄
新
町
　
　
「
ハ
タ
コ
」
六
〇
文

　
戦
国
期
は
上
杉
方
の
城
新
庄
城
が
あ
っ
た
。
近
世
は
北
陸
街
道
に
沿
う
在
郷
町
。

一
〇

月
一
一
日

　
「
小
遣
」
二
四
文
　
場
所
不
明
。

舟
ノ
ク
ラ
　
　
富
山
県
上
新
川
郡
大
沢
野
町
舟
倉
　
「
ハ
タ
コ
」
六
〇
文

　
富
山
か
ら
飛
騨
へ
抜
け
る
中
世
の
飛
騨
街
道
に
沿
う
。
近
世
は
都
市
的
性
格
は
な

い
よ
う
で
あ
る
。

一
〇

月
一
二
日

　
「
小
遣
」
二
二
文
　
場
所
不
明
だ
が
、
神
通
川
沿
い
の
山
間
部
で
あ
る
。

横
山
　
　
岐
阜
県
吉
城
郡
神
岡
町
横
山
　
　
「
ハ
タ
コ
」
六
〇
文

　
越
中
と
飛
騨
を
結
ぶ
街
道
筋
だ
が
、
近
世
は
都
市
的
な
性
格
は
な
い
。

一
〇
月
一
三
日

　
「
昼
休
以
下
」
三
三
文
　
場
所
不
明
。
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高
ワ
ラ
　
　
岐
阜
県
吉
城
郡
神
岡
町
船
津
か
　
　
「
ハ
タ
コ
」
六
〇
文

　

現
神
岡
町
・
上
宝
村
一
帯
を
「
高
原
郷
」
と
呼
ぶ
。
そ
の
中
心
集
落
で
あ
る
船
津

付
近
に
宿
泊
し
た
も
の
か
。
付
近
の
神
岡
町
殿
に
は
江
馬
氏
の
居
城
が
あ
り
、
こ
こ

を
通
過
し
た
万
里
集
九
も
江
馬
氏
に
歓
待
さ
れ
て
い
る
が
、
宿
泊
は
「
旅
戸
」
と
さ

れ
て

お

り
、
一
五
世
紀
末
に
は
既
に
旅
籠
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

一
〇

月
一
四
日

　
「
同
」
と
あ
り
、
こ
の
日
も
高
原
に
宿
泊
。
六
〇
文
。

一
〇

月
一
五
日

　
「
昼
休
以
下
」
二
七
文
　
場
所
不
明
。

フ
ル
川
　
　
岐
阜
県
吉
城
郡
古
川
町
　
　
「
ハ
タ
コ
」
五
〇
文

　
姉
小
路
氏
の
古
川
城
が
あ
り
、
そ
の
城
下
と
し
て
の
性
格
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
〇

月
一
六
日

　
「
コ
ツ
カ
イ
」
一
二
文
　
場
所
不
明
。

大
野
　
　
未
詳
。
岐
阜
県
高
山
市
付
近
か
　
　
「
ハ
タ
コ
」
三
〇
文

一
〇

月
一
七
日

　
「
ハ
タ
コ
」
五
〇
文
　
場
所
不
明
。

一
〇
月
一
八
日

　
「
小
ツ
カ
イ
」
二
二
文
場
所
不
明
。

山
ノ
ロ
　
　
岐
阜
県
萩
原
町
山
之
口
　
　
「
ハ
タ
コ
」
四
〇
文

　
近
世
以
降
脇
街
道
と
し
て
利
用
さ
れ
た
官
道
東
山
道
飛
騨
支
路
が
通
る
が
、
近
世

に
は
都
市
的
性
格
は
な
い
。

一
〇

月
一
九
日

　
「
昼
休
」
一
八
文
　
場
所
不
明
。

湯
ノ
嶋
　
　
岐
阜
県
益
田
郡
下
呂
町
湯
之
嶋
　
「
ハ
タ
コ
」
七
〇
文

　
近
世
は
飛
騨
街
道
の
馬
継
場
下
呂
宿
が
あ
っ
た
。
温
泉
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
、
万

里
集
九
も
延
徳
三
年
（
一
四
九
一
）
八
月
に
「
飛
州
之
湯
島
」
に
赴
き
、
草
津
・
有

馬
と
共
に
有
名
で
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
ま
た
別
の
箇
所
に
は
、
「
飛
之
温

　
　
　
　
　
　
　
　
ケ
ロ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉
…
所
在
日
益
田
郡
下
櫓
郷
」
と
も
あ
る
。
旅
籠
賃
は
な
ぜ
か
七
〇
文
と
や
や
高
く
、

あ
る
い
は
入
湯
と
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

一
〇
月
二
〇
日

ア

サ
ウ
　
　
岐
阜
県
加
茂
郡
川
辺
町
下
麻
生
　
　
「
ハ
タ
コ
」
六
〇
文

　

こ
こ
よ
り
飛
騨
川
が
航
行
可
能
と
な
る
た
め
、
近
世
は
下
麻
生
湊
が
あ
り
、
材
木

が
筏

に
組
ま
れ
て
い
た
。

一
〇
月
二
一
日

　
「
昼
休
」
一
八
文
　
場
所
不
明
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
じ
　
た

濃
州
勝
田
　
　
岐
阜
県
加
茂
郡
富
加
町
加
治
田
　
　
「
ハ
タ
コ
」
六
〇
文

　
「
勝
田
」
の
読
み
は
「
か
つ
た
」
で
な
く
「
か
ち
た
（
だ
こ
で
あ
ろ
う
。
飛
騨
へ

の
街
道

に
沿
う
街
村
で
あ
り
、
戦
国
期
は
佐
藤
氏
の
居
城
加
治
田
城
の
城
下
で
も
あ

っ
た
。

一
〇

月
二
二
日

　
「
昼
休
小
遣
以
下
」
四
六
文
　
場
所
不
明
。

ミ
ノ
井
ノ
ロ
　
　
岐
阜
県
岐
阜
市
　
　
「
ハ
タ
コ
」
六
〇
文

　
岐
阜
の
旧
称
。
斎
藤
氏
の
城
下
町
。
本
記
録
よ
り
三
〇
年
前
の
天
文
二
年
（
一
五

三

三
）
に
は
、
同
じ
醍
醐
寺
の
厳
助
が
井
ノ
ロ
に
宿
泊
し
て
お
り
、
そ
の
場
所
は
、

「因
幡
山
口
口
竹
屋
」
（
往
路
、
五
月
八
日
）
、
「
井
口
林
善
左
衛
門
所
」
（
復
路
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
月
三
日
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
本
記
録
か
ら
五
年
後
の
永
禄
一
二
年
（
一
五
六
九
）
に
は
、
織
田
信
長
の

城
下

町
と
な
っ
た
当
地
を
宣
教
師
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
と
公
家
山
科
言
継
が
訪
れ
て

　
ハ
　
　
お
り
、
宿
は
共
に
、
言
継
の
記
す
織
田
馬
廻
塩
屋
大
脇
伝
内
の
宿
だ
っ
た
と
考
え
ら

れ

る
。
そ
の
場
所
は
、
信
長
の
館
か
ら
は
「
廿
町
計
」
離
れ
て
い
た
と
さ
れ
、
現
岐

阜
市
美
園
町
に
推
定
さ
れ
る
加
納
楽
市
場
を
候
補
地
に
挙
げ
ら
れ
る
。
遣
足
帳
の
記

者
が
宿
泊
し
た
場
所
も
、
こ
う
し
た
施
設
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

一
〇
月
二
三
日

　
「
ハ
タ
コ
」
六
〇
文
　
同
じ
く
井
ノ
ロ
。
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一
〇

月
二
四
日

　
「
コ
ツ
カ
イ
」
一
四
文
　
場
所
不
明
。

　
「
ハ
タ
コ
」
六
〇
文
　
場
所
不
明
。

　
長
良
川
・
揖
斐
川
を
渡
り
、
関
ヶ
原
方
面
か
ら
近
江
に
入
っ
た
は
ず
だ
が
、
渡
河

に

関
す
る
支
出
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

一
〇

月
二
五
日

　
「
小
遣
」
一
四
文
　
場
所
不
明
。

下
坂
　
　
滋
賀
県
長
浜
市
下
坂
浜
町
か
　
　
「
駄
賃
　
下
坂
マ
テ
」
八
〇
文
　
　
「
ハ
タ

コ

」
六
〇

文

　
長

浜
の
南
に
位
置
す
る
湖
岸
の
地
域
だ
が
、
秀
吉
の
長
浜
城
下
町
建
設
に
よ
っ
て

都
市
的
性
格
を
失
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
翌
々
日
の
坂
本
へ
の
乗
船
も
下
坂
か
ら

に

な
っ
て
い
る
。

（
一
〇
月
二
六
日
）

大

ハ
マ
　
滋
賀
県
東
浅
井
郡
び
わ
町
大
浜
か
「
ハ
タ
コ
」
六
〇
文

　
「
大
浜
」
の
地
名
は
、
付
近
で
は
姉
川
河
口
の
び
わ
町
大
浜
が
あ
る
が
、
翌
日
の

坂
本
へ
の
乗
船
が
下
坂
か
ら
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
な
ぜ
立
ち
寄
っ
た
か
不
明
。

（
一
〇
月
二
七
日
）

　
琵
琶
湖
を
横
断
し
て
西
岸
の
坂
本
へ
渡
る
。
船
賃
三
〇
〇
文
は
最
後
に
記
載
さ
れ

る
。

　
「
サ
ケ
」
八
文

坂
本
　
　
滋
賀
県
大
津
市
下
阪
本
　
　
「
ハ
タ
コ
」
六
〇
文

　
中
世
、
京
都
の
外
港
と
し
て
、
ま
た
比
叡
山
の
膝
下
の
都
市
と
し
て
繁
栄
し
た
が
、

近
世
は
機
能
が
大
津
へ
移
転
し
都
市
的
性
格
を
失
う
。

（
一
〇
月
二
八
日
）

　
「
小
ツ
カ
イ
」
三
〇
文
　
場
所
不
明
だ
が
、
坂
本
か
ら
醍
醐
寺
へ
帰
着
す
る
ま
で

の

間
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
が
最
後
の
支
出
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
江
州
シ
モ
サ
カ
ヨ
リ
坂
本
迄
舟
チ
ン
」
三
〇
〇
文
　
こ
れ
で
支
出
の
記
録
は
終

わ
る
。

以
下
、
総
支
出
の
計
算
が
な
さ
れ
て
お
り
、
計
算
の
み
記
述
し
て
お
き
た
い
。

　
上
り
の
総
支
出
（
「
国
々
逗
留
ノ
間
井
ノ
ホ
リ
ノ
路
銭
分
」
）
七
貫
六
一
〇
文

　
下

り
の
総
支
出
（
「
下
リ
路
銭
分
」
）
　
　
　
　
　
　
　
　
三
貫
八
二
八
文

　
「
上
下
ノ
路
銭
」
の
合
計
（
「
惣
都
合
」
）
　
　
　
　
　
　
一
一
貫
四
四
〇
文
（
A
）

　
　
此
外

　
「
越
後
国
中
ニ
テ
ノ
駄
賃
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
九
文

　
「
悪
銭
ノ
現
（
減
？
）
」
府
中
の
宿
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
貫
六
〇
〇
文

　
「
悪
銭
ノ
現
」
　
　
　
下
坂
よ
り
船
賃
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇
文

　
合
計
（
「
以
上
」
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
貫
六
四
一
文
（
B
）

　
総
合
計

（「惣
巳
上
合
」
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
貫
　
八
一
文
（
C
）

　

A
＋
B
が
C
に
な
る
が
、
若
干
計
算
が
合
っ
て
お
ら
ず
、
本
来
な
ら
A
は
一
一
貫

四
三
八
文
、
B
は
二
貫
六
三
九
文
、
C
は
一
四
貫
七
七
文
、
の
は
ず
で
あ
る
。
ま
た

最
初
の
紹
介
で
山
本
氏
も
指
摘
し
て
い
る
が
、
個
別
の
支
出
の
合
計
は
、
上
り
・
下

り
と
も
こ
の
合
計
よ
り
若
干
不
足
す
る
。

　

な
お
、
田
中
浩
司
氏
の
試
算
〔
田
中
一
九
九
六
〕
に
よ
っ
て
、
一
文
‖
↓
五
〇

円
で
計
算
し
て
み
る
と
、
総
合
計
は
、
二
一
一
万
一
五
五
〇
円
、
と
な
る
。

ま
と
め

　
以
上
検
討
を
行
っ
て
き
た
経
路
と
場
と
消
費
の
情
報
か
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
味

が
引
き
出
せ
る
と
思
う
が
、
こ
こ
で
と
り
あ
え
ず
若
干
の
ま
と
め
を
行
っ
て
お
く
こ

と
と
し
た
い
。
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経
済
的
関
係
と
し
て
の
旅
行
・
宿
泊
シ
ス
テ
ム

　

ま
ず
何
よ
り
驚
か
さ
れ
る
の
は
、
京
都
か
ら
北
陸
・
北
関
東
・
南
東
北
・
越
後
・

飛

騨
・
美
濃
と
い
っ
た
こ
れ
だ
け
の
広
範
囲
の
旅
行
が
、
大
部
分
に
お
い
て
、
旅
籠

賃
、
昼
食
代
、
船
賃
、
駄
賃
な
ど
を
支
払
う
と
い
う
経
済
的
な
関
係
だ
け
で
行
わ
れ

て

い

る
こ
と
で
あ
る
。
最
初
の
紹
介
で
は
気
づ
か
な
か
っ
た
北
関
東
・
南
東
北
・
越

後
な
ど
の
空
白
部
分
の
意
味
も
、
真
言
宗
寺
院
な
ど
の
、
遣
足
帳
の
記
者
に
と
っ
て

の

用
務
先
な
い
し
関
連
施
設
が
あ
っ
た
場
合
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
部
分
に
つ

い
て

も
、
実
際
は
経
済
的
な
関
係
で
の
宿
泊
・
旅
行
を
行
う
こ
と
の
で
き
る
施
設
が

存
在
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
紹
介
さ
れ
て
き
た
中
世
後
期
の
旅
に
関
す
る
資
料
は
、
大
名
家
臣
、
公

家
、
連
歌
師
な
ど
の
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、
有
力
者
の
庇
護
を
受
け
て
武
家
の
館
や

寺
院
な
ど
に
宿
泊
す
る
こ
と
が
多
く
、
こ
の
種
の
施
設
は
表
に
現
れ
に
く
か
っ
た
が
、

た
と
え
ば
万
里
集
九
の
『
梅
花
無
尽
蔵
』
に
も
、
館
や
寺
院
に
宿
泊
す
る
か
た
わ
ら
、

か

な
り
の
箇
所
で
「
旅
宿
」
に
宿
泊
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
実
際
は
一
五
世

紀
代
か
ら
既
に
こ
の
種
の
施
設
網
が
発
達
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
種
の
施

設

は
、
部
分
的
に
存
在
し
て
も
あ
ま
り
意
味
が
な
い
は
ず
で
あ
り
、
地
域
の
有
力
者

な
ど
を
頼
ら
ず
と
も
、
経
済
的
関
係
だ
け
で
旅
行
が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
た

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
遣
足
帳
の
記
述
は
、
そ
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
た
も
の

と
言
え
る
。

　

こ
れ
だ
け
の
広
範
囲
で
そ
れ
が
存
在
す
る
以
上
、
お
そ
ら
く
当
時
日
本
の
大
部
分
、

少
な
く
と
も
京
都
～
南
東
北
ま
で
の
地
域
と
、
ま
た
既
に
一
五
世
紀
初
頭
で
定
額
の

旅
籠
シ
ス
テ
ム
が
あ
っ
た
京
都
～
兵
庫
間
な
ど
西
国
も
含
め
て
、
他
の
地
域
や
経
路

で

も
こ
の
よ
う
な
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ

・
つ
。

　
ま
た
こ
れ
ら
の
料
金
が
、
か
な
り
の
範
囲
で
協
定
料
金
的
な
額
、
な
い
し
相
場
が

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

　
旅
籠
賃
に
つ
い
て
は
、
最
初
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
近
江
か
ら
越
後
ま
で
ほ
ぼ
一

泊
二
食
が
四
八
文
（
一
人
二
四
文
）
で
一
貫
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外
も
だ
い
た
い
こ

れ

に
近
い
値
段
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
、
「
礼
銭
」
と
し
て
支
払
わ
れ
た
場
合

も
、
多
く
は
一
泊
一
人
あ
た
り
二
五
文
で
支
出
し
て
お
り
、
旅
籠
賃
と
ほ
ぼ
同
額
で

あ
る
。

　
「
昼
休
」
「
小
遣
い
」
と
記
さ
れ
た
昼
食
代
に
つ
い
て
も
、
近
江
～
越
後
間
で
は
、

一
回
二
〇
文
（
一
人
一
〇
文
）
程
度
で
ほ
ぼ
一
貫
し
て
い
る
。

　
渡
河
の

際
の
船
賃
も
、
越
前
～
越
中
で
は
一
回
八
文
（
一
人
四
文
）
の
ケ
ー
ス
が

多
い
。

　

ま
た
、
主
と
し
て
険
路
で
使
わ
れ
て
い
る
「
駄
賃
」
や
、
渡
河
以
外
の
船
賃
に
つ

い
て

も
、
正
確
に
距
離
あ
た
り
の
単
価
を
出
す
の
は
困
難
だ
が
、
傾
向
と
し
て
は
、

金

額
は
お
お
む
ね
距
離
に
よ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
も
そ
の
都
度
恣
意

的
に
決
め
ら
れ
た
額
で
は
な
く
、
相
場
的
な
料
金
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
て
い
た
サ
ー

ビ
ス
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
の
定
額
化
は
、
政
治
権
力
に
よ
る
設
定
と
い
う
可
能
性
は

考
え
に
く
く
、
広
範
に
存
在
し
た
需
要
と
供
給
の
結
果
に
違
い
な
い
。
そ
も
そ
も
こ

の

よ
う
な
経
済
的
関
係
に
よ
る
旅
行
と
宿
泊
の
シ
ス
テ
ム
自
体
が
そ
の
結
果
で
あ
る

と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
一
般
人
の
旅
行
が
盛
ん
に
な
る
の
は
、
江
戸
時

代

に
幕
府
等
の
公
権
力
に
よ
っ
て
街
道
が
整
備
さ
れ
て
以
降
と
考
え
ら
れ
が
ち
だ
が
、

そ
れ
は
誤
り
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
旅
行
の
経
路
や
宿
泊
・
昼
食
な
ど
の
場
所
を
見
て
も
、
既
に
江
戸
期
の
も
の
と
大

き
く
は
違
わ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
中
に
は
城
の
廃
絶
な
ど
の
政
治
的
な
理
由
や
、
街
道

筋
の
変
化
な
ど
で
、
近
世
に
は
都
市
的
性
格
を
失
っ
た
場
も
あ
る
が
、
む
し
ろ
一
致

す
る
場
合
の
方
が
多
く
、
近
世
以
降
の
交
通
体
系
は
、
こ
の
時
期
ま
で
に
自
然
発
生

的
に
成
立
し
た
交
通
路
と
旅
行
の
シ
ス
テ
ム
を
前
提
に
し
て
い
る
面
が
強
い
と
考
え

ら
れ
る
。

　
な
お
、
本
稿
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
場
の
復
原
的
考
察
は
ほ
と
ん
ど
行
え
な
か
っ
た
が
、

城
の
所
在
地

や
、
あ
る
い
は
一
部
の
有
力
寺
院
の
所
在
地
に
お
い
て
も
、
用
務
と
考
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え
ら
れ
る
場
合
以
外
は
原
則
的
に
旅
籠
に
宿
泊
し
て
お
り
、
旅
行
者
と
い
う
典
型
的

な
外
来
者
の
消
費
は
、
都
市
の
核
に
関
係
し
た
消
費
と
は
別
に
確
保
さ
れ
て
い
た
と

見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
権
力
か
ら
の
自
立
性
が
、
全
体
と
し
て
の
旅

行
シ
ス
テ
ム
を
支
え
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
価
格
の
長
期
変
動

　

こ
の
記
録
に
現
れ
た
価
格
は
、
長
期
的
な
価
格
変
動
の
研
究
に
も
道
を
開
い
て
い

る
。
最
初
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
宿
泊
料
金
の
一
人
一
泊
二
食
二
四
文
（
一
食
あ
た

り
一
二
文
）
と
い
う
価
格
と
計
算
方
法
は
、
一
五
世
紀
前
半
の
東
寺
「
雑
用
帳
」
以

来
変
わ
ら
ず
、
ま
た
昼
食
代
も
、
東
寺
「
雑
用
帳
」
で
は
、
明
確
に
一
人
あ
た
り
一

〇

文
だ
が
、
本
記
録
で
も
、
京
都
～
越
後
府
中
間
な
ど
で
は
、
二
〇
文
前
後
す
な
わ

ち
一
人
あ
た
り
一
〇
文
程
度
の
場
合
が
多
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
長
期
的
に
変
わ
ら

な
い
価
格
が
あ
る
こ
と
は
、
物
価
変
動
の
問
題
を
考
え
る
上
で
大
き
な
意
味
を
持
つ

と
言
え
よ
う
。

　
長
期
的
に
追
跡
で
き
る
価
格
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
紹
介
で
き
る
も
の
と
し
て
は
、

大
工
の

工
賃
が
あ
り
、
早
く
か
ら
そ
れ
が
一
日
一
〇
〇
文
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
〔
田
辺
・
渡
辺
一
九
四
九
、
永
井
一
九
八
二
〕
。
後
藤
治
氏
よ
り
御

教
示

を
得
た
）
。
本
共
同
研
究
の
成
果
で
あ
る
「
都
市
生
活
史
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
で

は
、
こ
う
し
た
点
を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
価
格
に
つ
い
て
の
他
の
史
料
と
の
比
較
が

可

能
に
な
る
は
ず
だ
が
、
今
回
は
残
念
な
が
ら
十
分
な
検
討
を
行
う
こ
と
が
で
き
な

か

っ

た
。
し
か
し
、
こ
の
記
録
が
一
つ
の
重
要
な
素
材
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、

今
後
デ

ー
タ
の
蓄
積
や
分
析
の
進
展
と
共
に
、
さ
ら
に
検
討
が
可
能
に
な
る
で
あ
ろ

・
つ
。

　
本
史
料
つ
い
て
も
、
経
路
や
地
名
な
ど
の
比
定
も
含
め
て
、
ま
だ
検
討
が
不
完
全

な
部
分
、
情
報
を
生
か
せ
て
い
な
い
部
分
が
多
い
。
さ
ら
に
御
教
示
を
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
あ
る
。

註（
1
）
　
大
日
本
古
文
書
『
伊
達
家
文
書
之
一
』
八
〇
号

（
2
）
　
尭
雅
の
東
国
で
の
付
法
は
、
天
文
一
九
年
（
一
五
五
〇
）
、
永
禄
三
～
四
年
（
一
五
六
〇
～

　
　
六
一
）
、
元
亀
元
～
四
年
（
一
五
七
〇
～
七
三
）
、
天
正
四
～
六
年
（
一
五
七
六
～
七
八
）
の

　
　
四
度
と
さ
れ
る
。

　
　
　
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
『
福
島
県
史
』
は
第
二
一
巻
「
文
化
2
」
（
一
九
六
七
年
）

　
　
で
こ
の
付
法
の
行
わ
れ
た
各
寺
院
に
つ
い
て
詳
述
し
て
お
り
、
第
七
巻
「
古
代
・
中
世
資
料
」

　
　
（
一
九
六
六
年
）
に
、
後
世
の
抜
書
（
奏
円
記
）
な
が
ら
、
こ
の
下
向
記
録
を
掲
載
し
て
い
る
。

　
　
『
栃
木
県
史
』
資
料
編
中
世
四
（
一
九
七
九
年
）
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
）

（
3
）
　
赤
松
俊
秀
編
『
教
王
護
国
寺
文
書
』
一
〇
二
八
号
。
桜
井
英
治
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

（
4
）
　
大
日
本
古
文
書
『
大
徳
寺
文
書
』
一
九
四
〇
号
。
な
お
形
状
は
、
東
寺
「
雑
用
帳
」
・
大
徳

　
　
寺
「
小
日
記
」
と
も
「
遣
足
帳
」
と
同
じ
横
帳
で
あ
り
、
こ
の
点
で
も
共
通
性
が
高
い
。
当

　
　
時
の
仮
帳
簿
に
共
通
し
た
様
式
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
各
一
頁
分
の
み
だ
が
、
両

　
　
者
の
写
真
を
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
二
〇
〇
二
に
掲
載
し
た
。

（
5
）
　
最
初
の
翻
刻
に
は
誤
り
が
ニ
カ
所
あ
る
の
で
、
再
度
修
正
し
て
お
き
た
い
。
（
2
ウ
）
の
途

　
　
中
「
十
一
月
四
日
迄
ノ
分
」
の
次
行
に
「
府
中
二
逗
留
ノ
間
分
也
」
を
追
加
。
（
4
ウ
）
廿
六

　
　
日
条
の
「
コ
ク
ラ
ク
ワ
タ
リ
」
を
「
コ
ク
ラ
ノ
ワ
タ
リ
」
と
訂
正
。

（
6
）
　
宝
積
寺
は
現
存
し
な
い
が
、
長
野
県
須
坂
市
井
上
の
小
坂
神
社
に
は
、
応
永
二
一
年
二

　
　
四
一
四
）
七
月
一
八
日
「
信
州
高
井
郡
今
里
宝
績
寺
」
の
銘
を
持
つ
鰐
口
が
所
蔵
さ
れ
て
お

　
　
り
、
こ
こ
に
所
在
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
同
史
料
は
、
『
信
州
史
料
』
第
七
巻
所
載
。
『
長

　
　
野
県
の
歴
史
』
〈
山
川
出
版
、
一
九
九
七
年
〉
も
引
用
し
て
い
る
。
井
原
今
朝
男
氏
よ
り
御
教

　
　
示
を
得
た
。
）

（
7
）
　
『
梅
花
無
尽
蔵
』
第
六
4
0
、
第
三
ヒ
㎜
。
市
来
武
雄
一
九
九
三
に
よ
る
。

（
8
）
　
『
厳
助
信
州
下
向
日
記
』
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
謄
写
本
（
醍
醐
寺
理
性
院
蔵
本
）
に
よ

　
　
る
。
寛
真
理
子
氏
、
土
山
公
仁
氏
よ
り
御
教
示
を
得
た
。

（
9
）
　
一
五
六
九
年
七
月
一
二
日
付
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
書
簡
（
『
十
六
・
七
世
紀
イ
エ
ズ
ス
会
日

　
　
本
報
告

集
』
第
皿
期
第
3
巻
、
同
朋
社
、
一
九
九
八
年
）
。
同
書
簡
は
、
フ
ロ
イ
ス
『
日
本

　
　
史
』
邦
訳
版
第
四
巻
（
五
畿
内
編
n
）
三
八
章
（
中
央
公
論
社
、
．
七
七
八
年
）
に
も
引
用

　
　
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
三
口
継
卿
記
』
は
、
永
禄
一
二
年
二
五
六
九
）
七
月
一
三
日
条
。

引
用
・
参
考
文
献

阿
部
洋
輔
　
一
九
九
五
「
蒲
原
津
の
時
代
」
『
新
潟
市
史
　
通
史
編
二
新
潟
市
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［中世後期の旅と消費】……小島道裕

市
木
武
雄
　
一
九
九
三
『
梅
花
無
尽
蔵
注
釈
』
続
群
書
類
従
完
成
会

神
田
勝
郎
　
一
九
九
七
『
「
中
世
」
横
越
の
風
景
－
阿
賀
の
舟
旅
を
よ
む
ー
』
私
家
版

神

田
勝
郎
　
一
九
九
九
『
能
右
衛
門
家
の
人
び
と
ー
横
越
・
神
田
の
家
史
i
』
私
家
版

小
泉
義
博
　
一
九
九
四
「
中
世
の
加
越
国
境
と
北
陸
道
」
「
研
究
集
録
』
第
＝
ハ
号
、
福
井
県
立
鯖

　
江
高
等
学
校

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
　
二
〇
〇
二
『
中
世
寺
院
の
姿
と
く
ら
し
』
（
展
示
図
録
）

小
島
道
裕
　
二
〇
〇
二
「
都
市
の
場
・
地
域
と
流
通
・
消
費
」
『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』

　
第
九
二
集

小
葉
田
淳
　
一
九
九
三
「
冷
泉
為
広
卿
の
能
登
・
越
後
下
向
」
「
史
林
談
叢
書
ー
史
学
研
究
六
〇
年

　
の

回
想
ー
』
臨
川
書
店

坂
井
秀
弥
　
一
九
九
五
「
越
後
の
道
・
町
・
村
ー
中
世
か
ら
近
世
へ
ー
」
網
野
善
彦
・
石
井
進
編

　
『
中
世
の
風
景
を
読
む
四
　
日
本
海
交
通
の
展
開
』
新
人
物
往
来
社

高
岡
　
徹
　
一
九
九
六
「
中
世
の
広
田
」
『
広
田
郷
土
史
』
広
田
校
下
自
治
振
興
会

田

中
浩
司
　
一
九
九
六
「
日
本
中
世
に
お
け
る
銭
の
社
会
的
機
能
を
め
ぐ
っ
て
」
『
能
ヶ
谷
出
土
銭

　
調
査
報
告
書
』
能
ヶ
谷
出
土
銭
調
査
会
・
町
田
市
教
育
委
員
会

田

辺
泰
・
渡
辺
保
忠
　
一
九
四
九
「
建
築
工
匠
の
賃
金
に
つ
い
て
」
『
建
築
学
会
研
究
報
告
』
第
一

　
号
永
井
規
男
　
一
九
八
二
「
歴
史
の
中
の
建
築
生
産
シ
ス
テ
ム
」
『
新
建
築
学
大
系
』
四
四
、
彰
国
社

藤
井
雅
子
　
二
〇
〇
〇
「
付
法
史
料
の
語
る
醍
醐
寺
無
量
寿
院
と
東
国
寺
院
」
『
古
文
書
研
究
』
第

　
五
］
号

古
川
　
久
　
一
九
五
六
『
狂
言
集
（
下
）
』
解
説
、
日
本
古
典
全
書
、
朝
日
新
聞
社

矢
田
俊
文
　
一
九
九
四
「
戦
国
期
越
後
に
お
け
る
守
護
・
守
護
代
と
都
市
」
金
子
拓
男
・
前
川
要
編

　
『
守
護
所
か
ら
戦
国
城
下
へ
』
名
著
出
版

矢
田
俊
文
　
一
九
九
九
「
中
世
水
運
と
物
資
流
通
シ
ス
テ
ム
」
『
日
本
史
研
究
』
四
四
八
号

山
上
卓
夫
　
一
九
九
七
「
永
禄
六
年
『
遣
足
帳
』
の
『
コ
ク
ラ
ク
ワ
タ
リ
』
に
つ
い
て
」
『
高
志
路
』

　
三
二
五
号

山
本
光
正
・
小
島
道
裕
　
一
九
九
二
　
「
資
料
紹
介
『
永
禄
六
年
北
国
下
り
遣
足
帳
』
」
『
国
立
歴
史

　
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
第
三
九
集

　
こ
の
他
、
場
の
記
述
な
ど
に
当
た
っ
て
、

『滋
賀
県
の
地
名
』
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
二
五
巻
、

『福
井
県
の
地
名
』
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
一
八
巻
、

『石
川
県
の
地
名
』
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
一
七
巻
、

『富
山
県
の
地
名
』
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
一
六
巻
、

『新
潟
県
の
地
名
』
日
本
歴
史
地
名
大
系
第
一
五
巻
、

下
記
の
地
名
辞
典
を
参
照
し
た
。

平
凡
社
、

平
凡
社
、

平
凡
社
、

平
凡
社
、

平
凡
社
、

一
九

九
一
年

一
九

八
一
年

一
九

九
一
年

一
九
九
四
年

一
九

八
六
年

『群
馬
県
の
地
名
』

『栃
木
県
の
地
名
』

『茨
城
県
の
地
名
』

『福
島
県
の
地
名
』

『岐
阜
県
の
地
名
』

日
本
歴
史
地
名
大
系
第
一
〇
巻
、
平
凡
社
、

日
本
歴
史
地
名
大
系
第
九
巻
、
平
凡
社
、

日
本
歴
史
地
名
大
系
第
八
巻
、
平
凡
社
、

日
本
歴
史
地
名
大
系
第
七
巻
、
平
凡
社
、

日
本
歴
史
地
名
大
系
第
一
二
巻
、
平
凡
社
、

『角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』

『角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』

『角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』

『角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』

『角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』

『角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』

『角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』

『角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』

『角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』

『角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』

二
五
→
八
一
七
一
六
一
五
一
〇

九
　
栃
木
県
、

八
　
茨
城
県
、

七
　
福
島
県
、

二

一

滋
賀
県
、
角
川
書
店
、

福
井
県
、
角
川
書
店
、

石
川
県
、
角
川
書
店
、

富
山
県
、
角
川
書
店
、

新
潟
県
、
角
川
書
店
、

群
馬
県
、
角
川
書
店
、

　
　
　
角
川
書
店
、
一
九
八
八
年

　
　
　
角
川
書
店
、
一
九
八
三
年

　
　
　
角
川
書
店
、
↓
九
八
一
年

岐
阜
県
、
角
川
書
店
、
一
九
八
〇
年

　
　
一
九
八
七
年

　
一
九
八
八
年

　
一
九
八
二
年

　
一
九
九
三
年

　
　
一
九
八
九
年

一
九

七
九
年

一
九
八
九
年

一
九

八
一
年

一
九
七
九
年

一
九
八
九
年

一
九

八
八
年

　

地
名
の
比
定
な
ど
に
つ
い
て
、
以
下
の
方
々
か
ら
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
期
し
て
謝
意
を
表

し
ま
す
。
（
敬
略
。
（
）
内
は
主
に
御
教
示
を
得
た
地
域
。
）

　
坂
井
秀
弥
（
新
潟
県
）
、
田
村
昌
広
（
石
川
県
）
、
竹
内
俊
一
（
富
山
県
）
、
高
岡
徹
（
富
山
県
）
、

伊
藤
正
義
（
福
島
県
、
新
潟
県
）
、
飯
沼
均
（
福
島
県
）
、
中
山
雅
弘
（
福
島
県
）
、
神
田
勝
郎
（
新

潟
県
）
、
桑
原
孝
（
新
潟
県
、
群
馬
県
）
、
三
宅
唯
美
、
土
山
公
仁
、
寛
真
理
子
、
島
田
崇
正
（
岐

阜
県
）
、
井
原
今
朝
男
（
長
野
県
）（国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
歴
史
研
究
部
〈
館
内
事
務
担
当
〉
）

　
（
二
〇
〇
三
年
四
月
二
八
日
受
理
、
七
月
一
八
日
審
査
終
了
）
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Travel　and　Expenses　in　the．Late　Medieval　Age：Expenditures　and　Places

Recorde《l　in　Accounts　of　a　Journey　to　Northern　Japan　in　1563

KoJIMA　Michihiro

The　historical　material　studied　here　are　accounts　of　expenses　recorded　on　the　occasion　of　a　lourney

made　from　Kyoto　to　northeastern　Honshu　from　1563　through　the　fOllowing　year　These　accounts　are

held　in　the　collections　of　the　National　Museum　of　Japanese　History　I　have　already　introduced　the　wぱ

ten　text　contained　in　these　accounts　in　Vbl．390f　the　museum　bulletin，　but　because　I　have　since　been

able　to　identiW　the　place　names　and　examine　the　expenditures，　I　have　prepared　a　further　paper　fbr

this　special　edition　on　these　accounts　on　the　subject　of　expenditures　and　places．

　　　The　person　who　kept　this　record　is　thought　to　have　been　a　priest　from　Daigo　temple　and　until　now

the　purpose　of　his　journey　has　not　been㎞o㎜．　Howeveゆecause　the　blank　spaces　in　the　accounts

have　been　fOund　to　match　those　of　another　priest　from　Daigo　temple　who　was　engaged　in　missionary

work，　it　is　now　clear　that　the　absence　of　records　of　expenses　is　due　to　the　priest　staying　at　temples

where　he　had　related　business．

　　　Howeveちill　the　other　parts　of　these　accounts　it　is　shown　not　only　that　the　priest　mostly　stayed　in

inns　and　that　the　rates　charged　by　the　inns　were　fairly　standard，　but　that　there　were　market　rates

（criteria）五）r　other　charges　as　well．　This　is　not　only　the　result　of　supply　and　demand　related　to

extensive　travel，　but　is　also　indicative　of　the　existence　of　a　system　in　late　medieval　Japan　that　made　it

possible　to　engage　in　travel　purely　fbr　economy・related　reasons．

　　Accommodation　charges　are　consistent　with　those　recorded　in　materials　from　earlier　times　dating

back　to　the　beginning　of　the　15th　century，　and　nor　was　there　much　variation　in　the　price　of　other

charges．　Thus，　this　record　yields　important　information　fOr　studies　on　long－term　price　variations．

　　Astudy　of　the　inns　and　establishments　that　provided　day－time　meals　revealed　that　these　places　in

the　center　of　cities　functioned　independently　in　providing　services　fbr　outsiders，　and　that　many　of

these　conti皿ed　doing　so　into　the五）llowing　Early　Modern　period．　It　may　be　concluded　that　the

transportation　system　of　the　Early　Modern　period　became　established　on　the　basis　of　this　type　of

journey　da廿ng　from　the　Middle　Ages，　which　became　established　in　a　natural　and　spontaneous

manneL
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